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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

 

回次 第９期 第10期 第11期 第12期 第13期

決算年月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月 平成26年３月

売上高 (百万円) 34,972 40,130 41,164 39,561 43,073

経常利益又は経常損失
（△）

(百万円) △2,866 △35 △129 △352 304

当期純利益又は当期純
損失（△）

(百万円) △2,623 △18 △183 △555 210

包括利益 (百万円) ― 189 △619 238 814

純資産額 (百万円) 555 689 153 390 1,046

総資産額 (百万円) 28,492 30,187 31,268 32,289 34,440

１株当たり純資産額 (円) △35,431.83 △33,482.84 △23,193.68 △202.13 △119.76

１株当たり当期純利益
又は当期純損失（△）

(円) △38,025.71 △273.87 △2,512.66 △69.73 26.46

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― ― 13.11

自己資本比率 (％) 2.0 2.3 0.5 1.2 3.0

自己資本利益率 (％) △303.7 △3.0 △43.6 △204.3 29.3

株価収益率 (倍) ― ― ― ― 12.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,625 1,678 2,030 △47 247

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,172 △1,986 △1,199 △853 △1,531

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,953 △139 △369 466 1,227

現金及び現金同等物
の期末残高

(百万円) 1,565 1,029 1,490 1,222 1,305

従業員数
(名)

3,484 3,257 3,237 3,298 3,349

(外、平均臨時雇用人員) (  406) ( 608) ( 594) ( 780) ( 490)
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第９期、第10期、第11期及び第12期の、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は

存在しますが１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。

３　当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に分割し、１単元の株式の数を100株

とする単元株制度を採用しております。これに伴い、第12期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１

株当たり純資産額、１株当たり当期純利益又は当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定

しております。
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(2) 提出会社の経営指標等

 

回次 第９期 第10期 第11期 第12期 第13期

決算年月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月 平成26年３月

売上高 (百万円) 30,437 34,826 34,542 32,778 35,037

経常利益
又は経常損失(△)

(百万円) △1,973 △613 △367 572 △60

当期純利益
又は当期純損失（△）

(百万円) △2,470 △26 △317 88 △17

資本金 (百万円) 6,764 6,764 6,764 6,764 6,764

発行済株式総数 (株) 72,269 72,269 81,630 7,965,000 7,965,000

純資産額 (百万円) 362 775 47 166 373

総資産額 (百万円) 27,407 27,446 27,072 28,333 29,968

１株当たり純資産額 (円) △38,225.27 △32,238.76 △24,518.77 △230.31 △204.25

１株当たり配当額 (円)      

　普通株式  ― ― ― ― ―
(内、１株当たり中間
配当額)

 (―) (―) (―) (―) (―)

　第１種優先株式  ― ― ― ― ―
(内、１株当たり中間
配当額)

 (―) (―) (―) (―) (―)

　第２種優先株式  ― ― ― ― ―
(内、１株当たり中間
配当額)

 (―) (―) (―) (―) (―)

１株当たり当期純利益
又は当期純損失（△）

(円) △35,807.29 △383.25 △4,342.52 11.15 △2.20

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― 5.26 ―

自己資本比率 (％) 1.3 2.8 0.2 0.6 1.2

自己資本利益率 (％) △413.1 △4.6 △77.2 83.11 △6.5

株価収益率 (倍) ― ― ― 23.5 ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

従業員数 (名) 365 347 388 386 380
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第９期、第10期、第11期及び第13期の、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は

存在しますが１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。

３　第９期の発行済株式総数の内訳については、普通株式69,269株、優先株式3,000株となっております。

４　第10期の発行済株式総数の内訳については、普通株式69,269株、優先株式3,000株となっております。

５　第11期の発行済株式総数の内訳については、普通株式79,630株、優先株式2,000株となっております。

６　第12期の発行済株式総数の内訳については、普通株式7,963,000株、優先株式2,000株となっております。

７　第13期の発行済株式総数の内訳については、普通株式7,963,000株、優先株式2,000株となっております。

８　当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に分割し、１単元の株式の数を100株

とする単元株制度を採用しております。これに伴い、第12期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して発

行済株式総数、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益又は当期純損失及び潜在株式調整後１株当たり

当期純利益を算定しております。
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２ 【沿革】

平成13年９月 株式会社高見澤電機製作所と富士通高見澤コンポーネント株式会社は共同して株式移

転により完全親会社富士通コンポーネント株式会社を設立し、東京証券取引所市場第

二部に上場いたしました。

　

平成13年10月 富士通コンポーネント株式会社に、株式会社高見澤電機製作所及び長野富士通コン

ポーネント株式会社（旧富士通高見澤コンポーネント株式会社）より管理・営業・技

術開発部門を移管し、営業を開始いたしました。

　

平成15年10月 完全子会社である長野富士通コンポーネント株式会社を吸収合併いたしました。

　
 

なお、従前まで上場しておりました株式会社高見澤電機製作所は、富士通コンポーネント株式会社の設立に伴

い、平成13年９月に上場廃止となりました。株式会社高見澤電機製作所の沿革は以下のとおりであります。

 

大正６年９月 高見澤電機商会を設立

　

昭和14年12月 商号を株式会社高見澤電機製作所に変更

　

昭和37年８月 東京証券取引所市場第二部に上場

　

平成13年９月 富士通高見澤コンポーネント株式会社と共同し、株式移転により当社の完全子会社と

なりました。
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３ 【事業の内容】

当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、親会社、子会社13社で構成され、リレー等の電磁部品、コ

ネクタ等の接続部品及びキーボード等の入出力部品並びにその他電気応用機器の製造販売を主な内容としておりま

す。

各事業部門における事業内容は以下のとおりであります。

ディスクリート

デバイス部門

信号用リレー、パワーリレー、車載電装用リレー、ソリッドステートリレー、高

速伝送用コネクタ、産業機器用角形コネクタ。

入出力デバイス部門 タッチパネル、サーマルプリンタ、デスクトップキーボード、ノートブックキー

ボード、シートキーボード、無線モジュール、サーバコンソールスイッチ及び自

動ラインセレクタ等ユニット製品、複合デバイス製品。

その他部門 プレス・成形・基板実装等の生産受託サービス。
 

当社グループの事業に係わる位置付けと、事業系統図は、次のとおりであります。
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金又
は出資金
(百万円)

主要な事業の
内容

議決権の所有又は
被所有割合(％)

関係内容

所有割合 被所有割合

(親会社)       

富士通㈱　(注2) 川崎市中原区 324,625

ソフトウェア・
サービス、情報
処理および通信
分野の製品の開
発、製造および
販売並びにサー
ビスの提供

― 57.0
電子部品の一部を当社より
購入しております。
役員の兼任…なし

(連結子会社)       

㈱しなの富士通　(注1,3) 長野県飯山市 90
電子部品の製造
販売

100.0 ―
当社の製品組立専門工場で
あります。
役員の兼任…あり

宮崎富士通コンポーネント㈱
(注1)

宮崎県日南市 90
電子部品の製造
販売

100.0 ―
当社の製品組立専門工場で
あります。
役員の兼任…あり

FUJITSU COMPONENT
(MALAYSIA)SDN.BHD.　(注1)

マレーシア
千M$

183,800
電子部品の製造
販売

100.0 ―
当社の製品組立専門工場で
あります。
役員の兼任…なし

富士通電子零件(常州)
有限公司　(注1)

中国
千元
63,987

電子部品の製造
販売

100.0 ―
当社の製品組立専門工場で
あります。
役員の兼任…あり

千曲通信工業㈱ 長野県佐久市 90
電子部品の製造
販売

100.0 ―
当社の製品組立専門工場で
あります。
役員の兼任…あり

㈱高見澤電機製作所　(注1) 東京都品川区 490
電子部品の製造
販売

100.0 ―
当社の製品組立専門工場で
あります。
役員の兼任…なし

青島光和精工有限公司
 

中国
千元
43,045

電子部品の製造
販売

100.0 ―
当社の製品組立専門工場で
あります。
役員の兼任…あり

FUJITSU COMPONENTS
AMERICA，INC.　(注1)

米国
千US$
3,300 電子部品の販売 100.0 ―

当社の製品を販売しており
ます。
役員の兼任…あり
買掛金の一部について、債
務保証を行っております。

FUJITSU COMPONENTS
ASIA PTE LTD.　(注1,3)

シンガポール
千S$
1,000 電子部品の販売 100.0 ―

当社の製品を販売しており
ます。
役員の兼任…あり
買掛金の一部について、債
務保証を行っております。

FUJITSU COMPONENTS
EUROPE B.V.　(注1)

オランダ
千EUR
3,000 電子部品の販売 100.0 ―

当社の製品を販売しており
ます。
役員の兼任…あり

富士通電子零件(上海)
有限公司　(注1)

中国
千US$
200

電子部品の販売 100.0 ―
当社の製品を販売しており
ます。
役員の兼任…あり

FUJITSU COMPONENTS
HONG KONG CO.,LTD.

中国
千HK$
300 電子部品の販売 100.0 ―

当社の製品を販売しており
ます。
役員の兼任…あり

㈱テック 東京都品川区 10 電子部品の販売 100.0 ―
当社の製品を販売しており
ます。
役員の兼任…あり
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(注) １　特定子会社であります。

２　有価証券報告書の提出会社であります。

３　㈱しなの富士通、FUJITSU COMPONENTS ASIA PTE LTD.については、売上高(連結会社相互間の内部売上高を

除く)の連結売上高に占める割合が10％を超えております。

主要な損益情報等

  ㈱しなの富士通
FUJITSU COMPONENTS
ASIA PTE LTD.

売上高 (百万円) 15,364 6,387

経常利益又は
経常損失(△)

(百万円) △16 257

当期純利益 (百万円) △5 218

純資産額 (百万円) △863 575

総資産額 (百万円) 4,842 4,353
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５ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成26年３月31日現在

事業部門の名称 従業員数(名)

ディスクリートデバイス部門
2,158

(　345)

入出力デバイス部門
703

( 119)

その他部門
162

(  ―)

管理部門
326

(  26)

合計
3,349

( 490)
 

(注)　従業員数は就業人員であります。臨時従業員数は( )内に年間の平均雇用人員(１日８時間換算)を外数で記載し

ております。臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

 

(2) 提出会社の状況

平成26年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(円)

380 41.1 14.6 5,547,706
 

 

事業部門の名称 従業員数(名)

ディスクリートデバイス部門 53

入出力デバイス部門 124

その他部門 19

管理部門 184

合計 380
 

(注) １　従業員は就業人員であります。

２　平均年間給与は期末の当社従業員に対して支給された年間の給与、賞与及び基準外賃金を合計したものであ

ります。
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(3) 労働組合の状況

提出会社の労働組合は主に富士通㈱よりの出向者、㈱しなの富士通よりの出向者で構成され、平成26年３月31日

現在次のような構成になっております。

　　富士通労働組合 組合員数 １名

　　しなの富士通労働組合 組合員数 20名

計   21名
 

なお、連結子会社における労働組合は平成26年３月31日現在次のような構成になっております。

㈱高見澤電機製作所   
　全日本金属情報機器労働組合   
　　長野地方本部   
　　　高見沢電機支部 組合員数 21名
 

 

千曲通信工業㈱   
　　千曲通信労働組合 組合員数  65名
 

 

㈱しなの富士通   
　　しなの富士通労働組合 組合員数  340名

　　富士通労働組合 組合員数 １名

計   341名
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【業績等の概要】

(1) 業績

当連結会計年度における世界経済は、各国ともリスクを抱えてはいますが、米国など先進国が比較的好調に推移

することで、全体を牽引しております。米国は堅調な経済を背景に金融緩和の縮小に着手しましたが、これに伴い

新興国は緩和マネーの流出の逆風にさらされている状況です。ユーロ圏経済は短期的には底入れはしましたが、

ディスインフレが続いており、デフレ入りするリスクも払拭できない状態が続いております。中国経済は、これま

での高速成長から中速成長にスムーズに移行できるかどうかの課題に直面している状態であると考えられます。

一方、国内経済は、アベノミクス及び日銀の金融・財政政策等により円安・株高の傾向が継続し、回復基調が持

続しており、雇用環境も改善に向かい、デフレ脱却も視野に入りつつある状況にあります。消費税率引き上げに伴

う駆け込み需要の反動減に見舞われても、短期的な影響はあるものの、景気拡大は持続していくと考えられます。

当社グループが属する電子部品業界におきましても、当連結会計年度は順調に回復傾向が見られ、連結受注高を

見ましても、特に第２四半期以降順調に所要が増加し、当連結会計年度は前連結会計年度と比較し5,726百万円増

の44,630百万円となりました。このような経済環境のもと、新製品の投入、積極投資により当連結会計年度の連結

売上高は、43,073百万円（前期比8.9%増）と増加いたしました。

 

(ディスクリートデバイス部門)

車載・家電・産業機器向けリレーが堅調に推移したことにより、売上高は20,296百万円(前期比18.1％増)とな

りました。

(入出力デバイス部門)

車載用タッチパネルは需要が堅調に推移しておりますが、ノートPC用、医療機器用キーボードの需要減があり

売上高は16,766百万円(前期比1.0％増)にとどまりました。

(その他部門)

車載用コントロール基板は堅調に推移しましたが、遊戯機器向基板モジュールの需要減により売上高は6,010

百万円(前期比4.2％増)にとどまりました。

 

損益面につきましては、新製品や系列品の積極的投入による売上高の拡大、発生費用の縮減やコストダウン等に

よる原価低減を実施し、円安による効果も含め、106百万円の営業利益を確保することができました。経常利益に

つきましては、収益改善効果に加えて、円安に伴う為替差益232百万円の計上により、304百万円を確保することが

できました。また、当期純利益につきましては、保有投資有価証券の売却を行い、当連結会計年度におきまして

は、210百万円の純利益を確保いたしました。前連結会計年度より開始いたしました成長戦略の実行により、6期ぶ

りに利益を確保することができました。次年度以降も成長戦略を継続し、さらなる増収増益を実現してまいりま

す。

 

平成26年3月期四半期別業績状況

　　　（単位：百万円）

 
 

第１四半期
 

 
第２四半期

 
第３四半期 第４四半期 通期

売上高 9,564 10,791 11,144 11,572 43,073

営業利益又は
営業損失（△）

△352 87 131 239 106

経常利益又は
経常損失（△）

△136 97 139 203 304

当期（四半期）純利益
又は四半期純損失（△）

△137 90 △189 446 210
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[地域別の売上]

(単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

前期比

日本 22,074 23,347 1,273

アジア 11,750 12,696 945

北米 2,538 2,907 368

ヨーロッパ 3,197 4,121 923

合計 39,561 43,073 3,511

(海外売上比率) ( 44.2％) ( 45.8％) ( 1.6％)
 

 

1. 日本

国内は、車載向けリレー及びタッチパネルは堅調でありましたが、キーボード及びサーマルプリンタの需要減

により、売上高は23,347百万円(前期比5.8％増)にとどまりました。

2. アジア

アジアは、リレーは、車載用及び産業機器用を中心に堅調に推移し、中国でのキーボードの減もありました

が、為替影響による増を含めて、売上高は12,696百万円(前期比8.0％増)となりました。

3. 北米

北米は、リレー及びタッチパネルは堅調に推移し、為替影響による増を含めて、売上高は2,907百万円(前期比

14.5％増)となりました。

4. ヨーロッパ

ヨーロッパは、リレー、サーマルプリンタが堅調に推移し、為替影響による増を含めて、売上高は4,121百万

円(前期比28.9％増)となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ82百万円増加し、1,305百万円となりま

した。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは247百万円の収入(前期は47百万円の支出)となりました。収入は主に減価

償却費1,759百万円、税金等調整前当期純利益370百万円、棚卸資産の削減による減少354百万円及びその他の流動

負債の増加707百万円等によるもので、一方支出は、主に仕入債務の減少2,586百万円及びその他の流動資産の増

加416百万円等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは1,531百万円の支出(前期は853百万円の支出)となりました。主に有形固

定資産の取得による支出1,842百万円、投資有価証券売却による収入259百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは1,227百万円の収入（前期は466百万円の収入）となりました。主に短期

借入金の純増額1,346百万円によるものであります。
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２ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当連結会計年度における生産実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

 

事業部門 生産高(百万円) 前年同期比(％)

ディスクリートデバイス部門 18,256 14.9

入出力デバイス部門 13,942 △1.9

その他部門 5,849 4.3

合計 38,048 6.5
 

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　上記金額には消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注実績

当連結会計年度における受注実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

 

事業部門 受注高(百万円)
前年同期比
(％)

受注残高(百万円)
前年同期比
(％)

ディスクリートデバイス
部門

21,428 27.7 5,616 40.6

入出力デバイス部門 17,297 5.1 3,923 27.4

その他部門 5,904 4.1 638 3.1

合計 44,630 14.7 10,177 32.3
 

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　上記金額には消費税等は含まれておりません。

３　外貨建て受注高については期中平均相場により円貨に換算し、外貨建て受注残高については連結決算日の直

物為替相場により円貨に換算しております。
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(3) 販売実績

当連結会計年度における販売実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

 

事業部門 販売高(百万円) 前年同期比(％)

ディスクリートデバイス部門 20,296 18.1

入出力デバイス部門 16,766 1.0

その他部門 6,010 4.2

合計 43,073 8.9
 

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
 

相手先

前連結会計年度
(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

富士通エレクトロニクス㈱ 8,716 22.0 9,403 21.8

㈱トランストロン 4,052 10.2 4,425 10.3
 

３　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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３ 【対処すべき課題】

 

(1) 会社の経営の基本方針

＜経営理念＞

当社グループは、お客様のタイムリーな商品価値向上にお役に立つビジネスパートナーとして「高信頼高品

質」、「技術提案力」、「コスト競争力」の継続的提供と環境・社会への貢献を図り、利益と成長を実現してま

いります。

 

＜経営方針＞

当社グループは、信頼に応えられるオンリーワン企業を目指すため、お客様へ差別化商品の提供による信頼と

支持を獲得し、オープンでフェアな環境を整備し、チームワークと自己実現の徹底を図り、株主様の利益を守

り、企業価値を高めてまいります。

 

(2) 中長期的な会社の経営戦略

当社は、企業の基礎力である収益性の改善を通じて、売上変動の想定される環境下においても着実に収益を確

保できる企業体質に転換することができました。さらにその収益により着実に事業の規模を維持・拡大していく

ことで、お客様、株主、従業員の皆様といったステークホルダーに報いてまいりたいと考えております。この実

現に向けて当社は、次の3点に注力し当社の維持、成長に努めてまいります。

 

①既存製品の強化

現在供給をおこなっている既存製品について、今後の成長性、収益性に照らし合わせながら将来の成長分野と

なるべきものについて、積極的な資本投下とともにリソースのシフトによりビジネスの拡大を推進してまいりま

す。また、収益基盤となる既存製品については各製造拠点の企業基礎力の強化及び生産性のさらなる改善を通じ

て、収益力の一層の強化を図ってまいります。

 
②技術開発/市場構造変化への対応と製造力強化

近年、お客様や市場が変化しており、当社が保有する強みである「設計・技術・物づくり力」を更に強化して

まいります。また、当社は事業環境の変化に機敏に対応し、単なる物づくりから、お客様、市場の「やりたい

事」を実現できる「卓越した品質で事づくりを支える物づくりが出来る企業」に転換し、当社のあらゆるリソー

スを最大限に活用して、これを実現していく所存であります。お客様の成長戦略に貢献し、市場成長を上回る拡

販体制を構築・推進してまいります。

 
③成長市場への開発・製造リソースの転換・強化

近年、省エネや環境負荷の低減といったテーマは、世界的な広がりを見せており、太陽光発電、電気自動車、

スマートメーター、直流給電といった新たな成長市場が生まれつつあります。当社の提供する製品も、こうした

お客様のグリーンソリューションの実現を支え、これまで以上にその用途を拡大しております。当社は今後、グ

リーンソリューションのみならずアプリケーション拡大が見込める市場に対し、タイムリーに開発・製造リソー

スの転換を行い、新製品の投入を推進してまいります。
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(3) 内部統制の強化

当社グループの企業価値の持続的向上を図るため、経営の効率性を追求するとともに、事業活動より生じるリ

スクを未然に防ぎ、顕在化リスクを最小限にコントロールすることが必要であります。このため、コーポレー

ト・ガバナンスの強化が不可欠であるとの基本認識のもと、内部統制を更に強化してまいります。

 

当社では、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を特に定めておりません。

なお、当社は、法令・定款遵守を含むコンプライアンスの基本理念として、富士通グループ及び当社グループで

定められた共通の行動の原理・原則「FUJITSU Way」及び「富士通コンポーネントグループミッション」に基づく企

業運営が株主の皆様の利益に資するものと判断しております。

また、会社の支配に関する基本方針の在り方については、重要な経営課題のひとつであると認識しており、今後

も「FUJITSU Way」及び「富士通コンポーネントグループミッション」を基本に、その具体的な取組み内容につい

て、関係当局の見解や判断、社会動向を注視しつつ継続して検討を行ってまいります。
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４ 【事業等のリスク】

当社及び当社グループの事業その他に関するリスクについて、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性がある

と考えられる主な事項を記載しております。また、必ずしもそのようなリスク要因に該当しない事項についても、

投資者の投資判断上、重要であると考えられる事項については、投資者に対する積極的な情報開示の観点から以下

に開示しております。なお、当社は、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合

の対応に努める所存であります。

本項においては、将来に関する事項が含まれておりますが、当該事項は有価証券報告書提出日現在において判断

したものであります。

 

(1) 為替変動の影響について

当社グループの前連結会計年度、及び当連結会計年度における海外売上高比率は、44.2％及び45.8％となって

おり、主要通貨である米ドル・ユーロの為替レートの変動による影響を受け易くなっております。一方、当社グ

ループでは約3割の製品をマレーシア・中国を中心としたアジア地域で生産し、マレーシアとはリンギット建

て、中国とは中国元建てを中心に取引を行っております。米ドル建て、ユーロ建て輸出には、先物為替予約をし

ており、また米ドル建て借入金、ユーロ建て借入金を行うことにより為替の変動による悪影響を最小限に止める

努力をしております。以上のとおり、当社グループは為替変動による業績への影響を小さくするよう努力してお

りますが、大幅な為替変動等により当社グループの業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。

 

(2) 金利の変動による影響について

当連結会計年度末における連結有利子負債は15,620百万円となっております。このため、金利の変動によって

当社の業績は影響を受ける可能性があります。

 

(3) 製品の陳腐化について

当社グループの主要な市場であるネットワーク関連市場では、技術革新が速く、製品のライフサイクルは比較

的短いものとなりつつあります。また、当社が製造・販売する製品は、販売市場の動向により著しく需要が増減

する可能性があります。これに伴う製品の陳腐化等で、当社の業績及び財務状況に影響を及ぼす可能性がありま

す。

 

(4) 固定資産の減損会計について

当社グループは、リレー、コネクタ、入出力デバイス等の分野において、部品及び電子応用の機器を生産販売

するエレクトロニクスメーカーであります。当社グループでは主に子会社でこれらの製品の製造設備を保有して

おります。

このため、地価の動向及び対象となる固定資産の収益状況等によりましては、当社グループの業績及び財務状

況に影響を与える可能性があります。
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(5) 退職給付債務について

当社グループの従業員の退職給付債務及び退職給付費用は、割引率等の数理計算上の前提条件や年金資産の期

待運用収益率に基づいて算出されております。実際の結果が前提条件と異なった場合、新たな数理計算上の差異

が発生し、これらの数理計算上の差異が当社グループの業績及び財務状況に影響を与える可能性があります。

 

(6) 訴訟について

当社グループは、将来直面する訴訟等において、当事者双方が訴訟費用・訴訟期間等を勘案し、和解による解

決も想定されますが、この場合、訴訟費用、和解費用等の発生により、当社グループの業績に影響を及ぼす可能

性があります。

 

(7) 製品の欠陥や瑕疵について

当社グループでは、開発・製造・品質保証体制を子会社まで含め一貫して管理する組織体制とし、製造段階だ

けではなく開発設計を含めた品質の向上や、外部購入部材の品質管理強化を進めておりますが、欠陥や瑕疵等が

発生する可能性は排除できません。欠陥や瑕疵等が発生した場合、製品回収や補修、お客様への補償、機会損失

等が発生し、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(8) 公的規制、政策、租税等について

当社グループは、事業展開する各国において、事業や投資の許可、輸出入に関する制限や規制等、さまざまな

規制や、独占禁止、知的財産権、消費者、環境・リサイクル、租税等に関する法令の適用を受けております。こ

れらの規制を遵守できなかった場合、事業許可の取り消しや入札停止などにより、当社グループの業績に影響を

及ぼす可能性があります。また、これらの規制の強化や変更は、対応コストの増加により、損益に影響を及ぼす

可能性があります。

 

(9) 株式価値の希薄化

当社は、財務体質の毀損の事前解消及び財務基盤の強化を図るため、提出日現在で第三者割当増資による第２

種優先株式を2,000株発行しております。当該優先株式には、普通株式への転換請求権が付与されております。当

該優先株式が普通株式へ転換された場合には株式の希薄化が起こり、株価に影響を及ぼす可能性があります。
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５ 【経営上の重要な契約等】

当連結会計年度において締結した、経営上の重要な契約等はありません。

 

６ 【研究開発活動】

当社は、富士通グループの関連会社との連携及び各大学との共同開発により、事業戦略上重要な新商品の研究開

発に取組んでおり、当連結会計年度に支出した研究開発費の総額は2,053百万円であります。上記研究成果に、当

社が長年培ってきたコア技術を盛り込んだオンリーワン商品をお客様に提供し、顧客満足度向上に努めておりま

す。

ディスクリートデバイス部門のうちリレーは、今後成長が見込まれるグリーンプロダクト市場、エコカー市場へ

向けた省エネ、エコを実現した直流高電圧リレー（Eシリーズ）の開発及び高容量の次世代リレー（Vシリーズ）の

実用化を行なっております。コネクタは、高性能サーバ・スーパーコンピュータなどの更なる信号の高速化に対応

した新製品の投入を行いました。また、グリーンデータセンター用に直流高電圧対応安全機能付きコネクタを開発

し、国際標準化を推進しております。

入出力デバイス部門のうちキーボードは、業界トップクラスの低背、軽量のモバイルPC用キーボードの開発推進

と、独自キースイッチ構造で高いキー感触を実現した産業用オペレーションパネルの開発を推進しております。

サーマルプリンタは、業界最小の超小形プリンタ、ユニット及び６、８インチ広幅メカニズムの開発展開を推進、

またスマートフォンに接続できる携帯プリンタの開発を推進しております。タッチパネルは、独自構造による業界

で最軽荷重の入力パネルと同時多点検出可能な制御方式を開発し、高耐環境の車載用パネルや大形パネルへの展

開、更には外形異形加工やハイブリッド方式の開発等を推進しております。サーバコンソールスイッチは、デジタ

ルビデオに対応したKVMスイッチ/ドロワ製品及び省エネ管理製品として直流高電圧対応コネクタを搭載したコンセ

ント製品の開発を推進しております。無線モジュールは、業務用小型端末向けに開発したTCP/IPを含むソフトウエ

アを内蔵した無線LANモジュールの商品展開、センサーデバイス、スマートメーターなどでの運用が期待されてい

るBluetooth Low Energyモジュールの開発および920MHz帯の中距離伝送用無線モジュール(モジュール、アンテナ)

の開発を推進しております。

新デバイスとしまして、QSFP28 MSAに準拠し１チャネルあたりの伝送速度が25Gbpsで動作する4チャネルで

100Gbpsの高信頼AOC（Active Optical Cable）を世界で初めて実現し、本年２月にプレスリリースし、サンプルの

供給を開始致しました。

環境への取組みに関しましては、全ての部門において、国際基準に適合した商品を開発しております。
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７ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本項においては、将来に関する事項が含まれておりますが、当該事項は有価証券報告書提出日現在において当

社グループが判断したものであります。

 

(1) 重要な会計方針及び見積り

当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められる会計基準に基づき作成されてお

ります。この連結財務諸表の作成にあたって、当社経営陣は、決算日における資産・負債の報告数値及び偶発債

務の開示、並びに報告期間における収入・費用の報告数値に影響を与える見積り及び過程設定を行わなくてはな

りません。経営陣は、顧客奨励金、貸倒債権、たな卸資産、投資、法人税等、財務活動、退職金、偶発事象や訴

訟等に関する見積り及び判断に対して、継続して評価を行っております。経営陣は、過去の実績や状況に応じ合

理的だと考えられる様々な要因に基づき、見積り及び判断を行い、その結果は、他の方法では判断しにくい資

産・負債の簿価及び収入・費用の報告数値についての判断の基礎となります。実際の結果は、見積り特有の不確

実さがあるため、これらの見積りと異なる場合があります。

 

(2) 当連結会計年度末の財政状態の分析

当連結会計期年度の資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,150百万円増加し、34,440百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,384百万円増加し、21,687百万円となりました。主に、受取手形及び売

掛金が566百万円、未収入金の増加によるその他流動資産が790百万円増加したことなどによります。固定資産

は、前連結会計年度末に比べ765百万円増加し、12,752百万円となりました。設備投資2,606百万円の計上と減価

償却費1,709百万円の計上などによるものであります。

当連結会計年度の負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,494百万円増加し、33,393百万円となりました。流

動負債は、前連結会計年度末に比べ775百万円増加し、28,711百万円となりました。主に、短期借入金が1,363百

万円、未払費用が456百万円、未払金が365百万円増加し、支払手形及び買掛金が1,684百万円減少したことなど

によります。固定負債は、提出会社の役員退職慰労金制度廃止に伴い、打ち切り支給に伴う未払額と固定資産の

割賦取引開始による未払額を固定負債の「その他」に含めて表示し、前連結会計年度末に比べ718百万円増加の

4,681百万円となりました。

当連結会計年度の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ655百万円増加し、1,046百万円となりました。当期

純利益210百万円の計上と、当連結会計年度において外貨為替レートが円安に進行したことによる影響を受けて

為替換算調整勘定が378百万円及びその他有価証券評価差額金が225百万円増加したこと、退職給付に係る調整累

計額158百万円減少したことなどによるものであります。
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(3) 当連結会計年度の経営成績の分析

当連結会計年度における世界経済は、各国ともリスクを抱えてはいますが、米国など先進国が比較的好調に推

移することで、全体を牽引しております。米国は堅調な経済を背景に金融緩和の縮小に着手しましたが、これに

伴い新興国は緩和マネーの流出の逆風にさらされている状況です。ユーロ圏経済は短期的には底入れはしました

が、ディスインフレが続いており、デフレ入りするリスクも払拭できない状態が続いております。中国経済は、

これまでの高速成長から中速成長にスムーズに移行できるかどうかの課題に直面している状態であると考えられ

ます。

一方、国内経済は、アベノミクス及び日銀の金融・財政政策等により円安・株高の傾向が継続し、回復基調が

持続しており、雇用環境も改善に向かい、デフレ脱却も視野に入りつつある状況にあります。消費税率引き上げ

に伴う駆け込み需要の反動減に見舞われても、短期的な影響はあるものの、景気拡大は持続していくと考えられ

ます。

当社グループが属する電子部品業界におきましても、当連結会計年度は順調に回復傾向が見られ、連結受注高

を見ましても、特に第２四半期以降順調に所要が増加し、当連結会計年度は前連結会計年度と比較し5,726百万円

増の44,630百万円となりました。このような経済環境のもと、新製品の投入、積極投資により当連結会計年度の

連結売上高は、43,073百万円（前期比8.9%増）と増加いたしました。

損益面につきましては、新製品や系列品の積極的投入による売上高の拡大、発生費用の縮減やコストダウン等

による原価低減を実施し、円安による効果も含め、106百万円の営業利益を確保することができました。経常利益

につきましては、収益改善効果に加えて、円安に伴う為替差益232百万円の計上により、304百万円を確保するこ

とができました。また、当期純利益につきましては、保有投資有価証券の売却を行い、当連結会計年度におきま

しては、210百万円の純利益を確保いたしました。前連結会計年度より開始いたしました成長戦略の実行により、

６期ぶりに利益を確保することができました。次年度以降も成長戦略を継続し、さらなる増収増益を実現してま

いります。

 

(4) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資金状況は、営業活動によるキャッシュ・フローは247百万円の収入(前期は47百万円の支出)と

なりました。収入は主に減価償却費1,759百万円、税金等調整前当期純利益370百万円、棚卸資産の削減による減

少354百万円及びその他の流動負債の増加707百万円等によるもので、一方支出は、主に仕入債務の減少2,586百万

円及びその他の流動資産の増加416百万円等によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは1,531百万円の支出(前期は853百万円の支出)となりました。主に有形固

定資産の取得による支出1,842百万円、投資有価証券売却による収入259百万円によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは1,227百万円の収入（前期は466百万円の収入）となりました。主に短期

借入金の純増額1,346百万円によるものであります。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当連結会計年度の設備投資は、新製品及び合理化・更新設備を中心として総額2,606百万円を実施いたしまし

た。

 

２ 【主要な設備の状況】

(1) 提出会社

平成26年３月31日現在

事業所名
(所在地)

事業部門
の名称

設備の内容

帳簿価額(百万円) 従業
員数
(名)建物及び

構築物
機械装置及
び運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

技術開発センター
(長野県須坂市)

ディスクリートデバ
イス部門、入出力デ
バイス部門、その他
部門

電子部品の開発
設備

444 85
1,488

( 15,789)
138 2,156 211

 

 

(2) 国内子会社

平成26年３月31日現在

会社名
事業所名
(所在地)

事業部門
の名称

設備の内容

帳簿価額(百万円) 従業
員数
(名)建物及び

構築物
機械装置及
び運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

㈱高見澤電機製作所
本社
(東京都品川区)

管理部門 総括業務施設 0 ―
169

　( 9,238)
― 169 1

㈱高見澤電機製作所
信州工場
(長野県佐久市)

ディスクリートデバ
イス部門

電子部品の製造
設備

49 0
1,383

( 36,623)
1 1,435 2

宮崎富士通
コンポーネント㈱
(宮崎県日南市)

ディスクリートデバ
イス部門

電子部品の製造
設備

502 1,355
350

( 58,790)
218 2,426 288

千曲通信工業㈱
(長野県佐久市)

ディスクリートデバ
イス部門

電子部品の製造
設備

89 186
―

(    ―)
33 310 80

㈱しなの富士通
(長野県飯山市)

ディスクリートデバ
イス部門、入出力デ
バイス部門、その他
部門

電子部品の製造
設備

473 452
585

( 78,080)
340 1,852 465
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(3) 在外子会社

平成26年３月31日現在

会社名
(所在地)

事業部門
の名称

設備の内容

帳簿価額(百万円) 従業
員数
(名)建物及び

構築物
機械装置及
び運搬具

土地
(面積㎡)

その他 合計

富士通電子零件
(常州)有限公司
(中国)

ディスクリートデバ
イス部門

電子部品の製造
設備

62 457
―

( 33,000)
116 636 696

FUJITSU　COMPONENT
(MALAYSIA)SDN.BHD.
(マレーシア)

ディスクリートデバ
イス部門、入出力デ
バイス部門

電子部品の製造
設備

403 787
―

( 78,000)
268 1,459 1,122

 

(注) １　帳簿価額のうち「その他」には、工具器具備品及び建設仮勘定を含んでおります。なお、金額には消費税等

は含まれておりません。

２　現在休止中の主要な設備はありません。

３　提出会社技術開発センター中には、㈱しなの富士通へ貸与中の建物及び構築物89百万円を含んでおります。

４　㈱高見澤電機製作所本社中には、貸与中の土地が含まれており、千曲通信工業㈱へ169百万円(8,673㎡)貸与

されております。

５　㈱高見澤電機製作所信州工場中には、千曲通信工業㈱へ貸与中の建物及び構築物33百万円、土地310百万円

(8,218㎡)が含まれております。

 

３ 【設備の新設、除却等の計画】

(1) 重要な設備の新設等

平成26年３月31日現在

会社名
事業所名

所在地
事業部門
の名称

投資予定金額
(百万円) 資金調達

方法

着手及び
完了予定年月 完成後の

増加能力
総額 既支払額 着手 完了

提出会社         

技術開発センター 長野県須坂市

ディスクリート
デバイス部門、
入出力デバイス
部門、その他部
門

189 ― 借入金 平成26.4 平成27.3

合理化及び更新
のため能力の増
強はありませ
ん。

㈱しなの富士通 長野県飯山市

ディスクリート
デバイス部門、
入出力デバイス
部門、その他部
門

549 ― 借入金 〃 〃 （注）

宮崎富士通コンポーネ
ント㈱

宮崎県日南市
ディスクリート
デバイス部門

1,021 ― 借入金 〃 〃 （注）

FUJITSU COMPONENT
(MALAYSIA)SDN.BHD.

マレーシア

ディスクリート
デバイス部門、
入出力デバイス
部門

1,042 ― 自己資金 〃 〃 （注）

 

（注）㈱しなの富士通、宮崎富士通コンポーネント㈱及びFUJITSU COMPONENT(MALAYSIA)SDN.BHD.の完成後の増加能力

については、生産品種が多種多様なため、算定が困難であります。このため、完成後の増加能力の記載は行っ

ておりません。

 

(2) 重要な設備の除却等

該当事項はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 26,000,000

第１種優先株式 ―

第２種優先株式 8,000

計 26,008,000
 

(注)１  平成25年６月26日開催の定時株主総会及び第２種優先株主による種類株主総会決議により、平成25年10月１日

付で普通株式の分割並びに単元株制度採用に係る定款変更が行われ、単元株式数は、普通株式につき100株と

し、第２種優先株式につき１株に変更いたしました。

(注)２　 平成25年６月26日開催の定時株主総会決議により、平成25年10月１日付で、第１種優先株式の発行に係る定款

変更が行われ、当該規定を削除いたしました。

(注)３　 上記(注)１、(注)２の変更に伴い、平成25年10月１日付で普通株式に係る発行可能株式数は26,000,000株、第

１種優先株式－株、第２種優先株式は8,000株、計26,008,000株に変更いたしました。

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(平成26年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年６月26日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,963,000 7,963,000
東京証券取引所
市場第二部

(注)１、２

第２種優先株式

2,000 2,000 ― (注)１、２、３、４、５
(当該優先株式は行
使価額修正条項付
新株予約権付社債
等です)

計 7,965,000 7,965,000 ― ―
 

(注) １　平成25年６月26日開催の定時株主総会及び第２種優先株主による種類株主総会決議により、平成25年10月１

日付で普通株式の分割並びに単元株制度採用に係る定款変更が行われ、単元株式数は、普通株式につき100

株とし、第２種優先株式につき１株に変更いたしました。これにより株式数は7,883,370株増加し、発行済

株式総数は、7,965,000株となっております。

(注) ２　提出日現在の発行数には、平成26年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの第２種優先株式の取得請

求権の行使により発行された株式数は含まれておりません。

(注) ３　第２種優先株式に係る行使価額修正条項付新株予約権付社債等の特質は以下のとおりであります。

・当第２種優先株式は、当社普通株式の株価の下落に伴う転換価額の修正により、当第２種優先株式に表示

された権利の行使により交付することとなる普通株式数が増加します。

・当第２種優先株式の行使価額の修正基準及び修正頻度については、平成21年12月29日から平成28年６月29

日まで、毎年６月および12月の第２水曜日の翌取引日以降、転換価額は、決定日まで(当日を含む。)の３

連続取引日の株式会社東京証券取引所における当会社の普通株式の普通取引の毎日の終値(気配表示を含

む。)の平均値(1,000円未満を切り捨てる。)に修正されることとなっております。詳細は下記「(注) ５

(７)普通株式への転換予約権（取得請求権）」をご参照願います。

・当第２種優先株式の行使価額の上限・下限については、修正後の転換価額が当初転換価額の50％を下回る

場合には、修正後の転換価額は下限転換価額とし、決定日価額が当初転換価額の150％を上回る場合に

は、修正後の転換価額は上限転換価額とすることとなっております。詳細は下記「(注) ５ (７)普通株式

への転換予約権（取得請求権）」をご参照願います。

・当第２種優先株式の取得条項については、法令に定める場合を除き、本優先株式の平成21年12月29日から

いつでも、本優先株主または本優先登録株式質権者に対して取得日から30日以上45日以内の事前通知を

行った上で、残存する本優先株式の全部または一部を取得することができ、一部を取得するときは、抽選

その他の方法により行うこととなっております。詳細は下記「(注) ５ (４)取得条項」をご参照願いま

す。
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(注) ４　第２種優先株式に係る行使価額修正条項付新株予約権付社債等に関する事項は以下のとおりであります。

・当第２種優先株式の権利の行使に関する事項について、取得を請求し得べき期間は平成21年12月29日から

平成28年６月29日までとすることとなっており、平成21年12月28日までは権利を行使できないこととなっ

ております。詳細は下記「(注) ５ (７)普通株式への転換予約権（取得請求権）」をご参照願います。

・当第２種優先株式の権利の売買に関する事項について、平成23年６月29日までは、発行会社以外の第三者

に、発行会社が同意した場合を除き譲渡することはできない旨の買取契約を締結しております。詳細は下

記「(注) ５ (11)株券の売買に関する事項」をご参照願います。

・当第２種優先株式の株券の貸借に関する事項について、所有者との間の取り決めはありません。

・当第２種優先株式のその他投資者の保護を図るため必要な事項について、該当事項はありません。

(注) ５　第１回第２種優先株式の内容は次のとおりであります。

(１)優先配当金

(イ)剰余金の配当を行う場合の優先配当金

当会社は、剰余金の配当を行うときは、本優先株式を有する株主(以下「本優先株主」という。)または

本優先株式の登録株式質権者(以下「本優先登録株式質権者」という。)に対し、普通株式を有する株主

(以下「普通株主」という。)及び普通株式の登録株式質権者(以下「普通登録株式質権者」という。)に先

立ち、本優先株式１株につき下記(ロ)に定める額の剰余金の配当(以下「本優先配当金」という。)を行

う。

(ロ)剰余金の配当を行う場合の優先配当金の額

本優先株式の発行価額(1,000,000円)に、それぞれの事業年度ごとに下記の年率(以下「優先配当年率」

という。)を乗じて算出した額とする。

優先配当年率＝３月31日(当日が銀行休業日の場合は前営業日)の日本円ＴＩＢＯＲ(１年物)＋1.15％

優先配当年率は、％位未満小数第４位まで算出し、その小数第４位を四捨五入する。

年率修正日は毎年４月１日とする。当日が銀行休業日の場合は前営業日を年率修正日とする。「日本円Ｔ

ＩＢＯＲ(１年物)」とは、午前11時における日本円１年物トーキョー・インター・バンク・オファード・

レート(日本円ＴＩＢＯＲ)として全国銀行協会によって公表される数値の平均値を指すものとする。日本

円ＴＩＢＯＲ(１年物)が公表されていない場合には、同日(当日が銀行休業日の場合は前営業日)ロンドン

時間午前11時にスクリーン・ページに表示されるユーロ円１年物ロンドン・インター・バンク・オファー

ド・レート(ユーロ円ＬＩＢＯＲ(１年物))として英国銀行協会によって公表される数値またはこれに準ず

るものと認められるものを用いる。

(ハ)非累積条項

ある事業年度において、本優先株主または本優先登録株式質権者に対して配当する剰余金の額が本優先

配当金の額に達しないときは、その不足額は翌事業年度以降に累積しない。

(ニ)参加条項

普通株主または普通登録株式質権者に対して配当する剰余金の額を20倍した金額が、本優先配当金を超

える場合は、本優先株主または本優先登録株式質権者に対して、その超える金額を本優先配当金に加算し

て支払う。

(２)残余財産の分配

当会社の残余財産を分配するときは、本優先株主または本優先登録株式質権者に対して、普通株主または

普通登録株式質権者に先立ち、１株につき1,000,000円(ただし、本優先株式について株式分割、併合その他

調整が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当会社取締役会により合理的に調整された額とす

る。)を支払う。本優先株主または本優先登録株式質権者に対して前記のほか、残余財産の分配は行わな

い。

(３)取得等

当会社は、法令に定めるところに従って本優先株主との合意により平成21年12月29日からいつでも本優先

株式を有償で取得することができ、法令に定めるところに従ってこれを消却することができる。
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(４)取得条項

当会社は、法令に定める場合を除き、本優先株式の平成21年12月29日からいつでも、本優先株主または本

優先登録株式質権者に対して取得日から30日以上45日以内の事前通知を行った上で、残存する本優先株式の

全部または一部を、１株につき1,010,000円(ただし、本優先株式について株式の併合または分割その他調整

が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、かかる事項が行われる直前の本優先株式の経済的価値を

維持できる範囲で適切に調整された額とする。)で取得することができる。一部を取得するときは、抽選そ

の他の方法により行う。

(５)議決権条項

本優先株式は、財務体質の毀損の事前の解消及び財務基盤の強化を目的として発行したものであり、本優

先株主は、株主総会において、議決権を有しない。

(６)株式の併合または分割、新株予約権等

当会社は、法令に定める場合を除き、本優先株式について、株式の併合または分割を行わない。当会社

は、本優先株主に対しては、本優先株主の地位に基づいて募集株式または募集新株予約権の割当てを受ける

権利を与えない。

当会社は、本優先株主には無償割当てまたは新株予約権無償割当ては行わない。

(７)普通株式への転換予約権（取得請求権）

(イ)取得を請求し得べき期間

本優先株式の取得を請求し得べき期間は、平成21年12月29日から平成28年６月29日までとする。

(ロ)取得の条件

本優先株式は、上記(イ)の期間中、１株につき下記(a)乃至(c)に定める転換価額により、当会社の普通

株式を交付するよう請求（以下「転換請求」という。）することができる。

(ａ)当初転換価額

当初転換価額は、39,800円とする。

(ｂ)転換価額の修正

平成21年12月29日から平成28年６月29日まで、毎年６月および12月の第２水曜日(以下「決定日」

という。)の翌取引日以降、転換価額は、決定日まで(当日を含む。)の３連続取引日(終値(気配表

示を含む。)のない日を除き、決定日が取引日でない場合には、決定日の直前の取引日までの３連

続取引日とする。以下「時価算定期間」という。)の株式会社東京証券取引所における当会社の普

通株式の普通取引の毎日の終値(気配表示を含む。)の平均値(1,000円未満を切り捨てる。以下「決

定日価額」という。)に修正される。なお、時価算定期間内に、下記(c)②または③で定める転換価

額の調整事由が生じた場合には、修正後の転換価額は、本要項に従い当会社が適当と判断する値に

調整される。ただし、かかる算出の結果、修正後の転換価額が当初転換価額の50％(以下「下限転

換価額」という。ただし、下記(c)による調整を受ける。)を下回る場合には、修正後の転換価額は

下限転換価額とし、決定日価額が当初転換価額の150％(以下「上限転換価額」という。ただし、下

記(c)による調整を受ける。)を上回る場合には、修正後の転換価額は上限転換価額とする。

(ｃ)転換価額の調整

①当会社は、本優先株式の発行後、下記②に掲げる各事由により当会社普通株式数に変更を生じる場

合または変更を生ずる可能性がある場合は、次に定める算式(以下「転換価額調整式」という。)を

もって転換価額を調整する。
 

         既発行
＋
新発行・処分

×
１株当たりの

  調整後  
＝
 調整前  

×
普通株式数 普通株式数 払込金額

  転換価額   転換価額    １株当たりの時価
         既発行普通株式数＋新発行・処分普通株式数
 

 

②転換価額調整式により本優先株式の転換価額の調整を行う場合およびその調整後の転換価額の適用

時期については、次に定めるところによる。

(ⅰ)下記④(ⅱ)に定める時価を下回る払込金額をもって当会社の普通株式を新たに発行または当会

社の有する当会社の普通株式を処分する場合(ただし、当会社の普通株式の交付と引換えに取

得される証券もしくは取得させることができる証券または当会社の普通株式の発行もしくはこ

れに代えて当会社の有する当会社の普通株式の移転(以下当会社の普通株式の発行または移転

を「交付」という。)を請求できる新株予約権(新株予約権付社債に付されたものを含む。)の

取得または行使による場合を除く。)。

調整後の転換価額は、払込期日の翌日以降、または募集のための基準日がある場合はその日の

翌日以降これを適用する。
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(ⅱ)株式の分割により普通株式を発行する場合。

調整後の転換価額は、株式の分割のための基準日の翌日以降これを適用する。ただし、剰余金

から資本金に組入れられることを条件にその部分をもって株式の分割により普通株式を発行す

る旨取締役会で決議する場合で、当該剰余金の資本金の増加の決議をする株主総会の終結の日

以前の日を株式の分割のための基準日とする場合には、調整後の転換価額は、当該剰余金の資

本金組入れの決議をした株主総会の終結の日の翌日以降これを適用する。

なお、上記ただし書の場合において、株式の分割のための基準日の翌日から当該剰余金の資本

金組入れの決議をした株主総会の終結の日までに転換をなした者に対しては、次の算出方法に

より、当会社の普通株式を新たに発行する。
 

      （調整前転換価額  
×
 調整前転換価額をもって転換により  

  株式数  ＝  　－調整後転換価額)   当該期間内に発行された株式数  

      調整後転換価額  
 

 

この場合に、１株に満たない端数が生じたときは、会社法第167条に定める方法によりこれを

取扱う。

(ⅲ)下記④(ⅱ)に定める時価を下回る価額をもって当会社の普通株式に転換される証券もしくは転

換できる証券または当会社の普通株式の交付を請求できる新株予約権もしくは新株予約権付社

債を発行する場合。

調整後の転換価額は、発行される証券または新株予約権もしくは新株予約権付社債の全てが当

初の転換価額で転換されまたは当初の行使価額で行使されたものとみなして転換価額調整式を

準用して算出するものとし、払込期日（新株予約権が無償にて発行される場合は発行日）の翌

日以降これを適用する。ただし、その証券の募集のための基準日がある場合は、その日の翌日

以降これを適用する。

③当会社は、上記②に定める転換価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合には、

取　　締役会が適当と判断する転換価額の調整を行うものとする。

(ⅰ)株式の併合、資本金の減少、新設分割、吸収分割、または合併のために転換価額の調整を必要

とするとき。

(ⅱ)その他当会社普通株式数の変更または変更の可能性が生じる事由の発生により転換価額の調整

を必要とするとき。

(ⅲ)転換価額を調整すべき事由が２つ以上相接して発生し、一方の事由に基づく調整後の転換価額

の算出に当たり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮する必要があるとき。

④(ⅰ)転換価額調整式を用いる計算については、1,000円未満を切り捨てる。

(ⅱ)転換価額調整式に使用する時価は、調整後転換価額を適用する日(ただし、上記② (ⅱ)ただし

書の場合には基準日)に先立つ45取引日目に始まる30取引日(終値(気配表示を含む。)のない日

数を除く。)の株式会社東京証券取引所における当会社の普通株式の普通取引の毎日の終値(気

配表示を含む。)の平均値とする。この場合、平均値の計算は、1,000円未満を切り捨てる。

(ⅲ)転換価額調整式で使用する調整前転換価額は、調整後転換価額を適用する前日において有効な

転換価額とし、また、転換価額調整式で使用する既発行普通株式数は、基準日がある場合はそ

の日、または基準日がない場合は調整後転換価額を適用する日の１ヶ月前の日における当会社

の発行済普通株式数から、当該日における当会社の有する当会社普通株式数を控除した数とす

る。

⑤上記①乃至④については、下限転換価額の調整についてこれを準用する。

(ｄ)転換により発行すべき普通株式数

本優先株式の転換により発行すべき当会社普通株式数は、次のとおりとする。
 

   転換により発行す  
＝
 本優先株主が転換請求のために提出した本優先株式の発行価額の総額

   べき普通株式数   転換価額
 

 

転換により発行すべき普通株式数の算出に当たって、１株に満たない端数が生じたときは、会社法

第167条に定める方法によりこれを取扱う。

(ハ)転換請求受付場所

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

(ニ)転換の効力発生

転換請求書及び本優先株式の株券が上記(ハ)に記載する転換請求受付場所に到着した時に、当会社は本

優先株式を取得し、当該転換請求をした株主は、当会社がその取得と引換えに交付すべき当会社の普通株

式の株主となる。ただし、本優先株式の株券が発行されないときは、株券の提出を要しない。
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(８)普通株式への一斉転換（一斉取得）

平成28年６月29日までに転換請求のなかった本優先株式は、平成28年６月30日(以下「一斉転換日」とい

う。)をもって、その全部を取得する。当会社は、当該取得と引換えに、各本優先株主の有する本優先株式

の払込金額相当額を、一斉転換日に先立つ３取引日(一斉転換日を含み、終値（気配表示を含む。)のない日

を除く。)の株式会社東京証券取引所における当会社の普通株式の普通取引の毎日の終値(気配表示を含

む。)の平均値(1,000円未満を切り捨てる。以下「強制転換価額」という。)で除して得られる数の普通株式

を交付する。ただし、強制転換価額が下限転換価額を下回るときは、各本優先株主の有する本優先株式の払

込金相当額を当該下限転換価額で除して得られる数の普通株式を交付し、強制転換価額が上限転換価額を上

回る場合には、当該上限転換価額で除して得られる数の普通株式を交付する。上記の普通株式の数の算出に

当たって１株に満たない端数が生じたときは、会社法第234条に定める方法によりこれを取扱う。

(９)期中転換または一斉転換があった場合の取扱い

本優先株式の転換により発行された普通株式に対する最初の剰余金の配当は、４月１日に転換があったも

のとみなして支払うものとする。

(10)種類株主総会の決議

会社法第322条第２項に関する定款の定めはございません。

(11)株券の売買に関する事項

本優先株式の引受先である富士通株式会社との間で、本優先株式を平成23年６月29日までは、発行会社以

外の第三者に、発行会社が同意した場合を除き譲渡することはできない旨の買取契約を締結しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

第２種優先株式

 
第４四半期会計期間

(平成26年１月１日から
平成26年３月31日まで)

第13期
(平成25年４月１日から
平成26年３月31日まで)

当該期間に権利行使された当該行使価
額修正条項付新株予約権付社債券等の
数

― ―

当該期間の権利行使に係る交付株式数 ― ―

当該期間の権利行使に係る平均行使価
額等

― ―

当該期間の権利行使に係る資金調達額 ― ―

当該期間の末日における権利行使され
た当該行使価額修正条項付新株予約権
付社債券等の数の累計

― ―

当該期間の末日における当該行使価額
修正条項付新株予約権付社債券等に係
る累計の交付株式数

― ―

当該期間の末日における当該行使価額
修正条項付新株予約権付社債券等に係
る累計の平均行使価額等

― ―

当該期間の末日における当該行使価額
修正条項付新株予約権付社債券等に係
る累計の資金調達額

― ―
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(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年６月29日
(注)１

2,000 72,269 1,000 6,764 1,000 1,000

平成23年11月９日
(注)２

9,361 81,630 ― 6,764 ― 1,000

平成25年10月1日
(注)３

7,883,370 7,965,000 ― 6,764 ― 1,000

 

(注)１　第三者割当(第２種優先株式)　発行価額　１株につき1百万円　　資本組入額　1,000百万円

割当先　富士通株式会社

２　第１種優先株式の一斉転換による普通株式10,361株の増加と、第１種優先株式1,000株の減少によるものであ

ります。

３　平成25年10月１日をもって、普通株式１株を100株に分割したことに伴い、発行済株式総数は、7,883,370株

増加し、発行済普通株式数は、7,963,000株となっております。
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(6) 【所有者別状況】

①普通株式

平成26年３月31日現在

区分

株式の状況（1単元の株式数100株）

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― 8 16 32 14 3 3,065 3,138 ―

所有株式数
(単元)

― 1,756 777 46,610 620 92 29,772 79,627 300

所有株式数
の割合(％)

― 2.2 0.98 58.53 0.78 0.12 37.39 100 ―
 

 

②第２種優先株式

平成26年３月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況
(株)

政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計
個人以外 個人

株主数
(人)

― ― ― 1 ― ― ― 1 ―

所有株式数
(株)

― ― ― 2,000 ― ― ― 2,000 ―

所有株式数
の割合(％)

― ― ― 100 ― ― ― 100 ―
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(7) 【大株主の状況】

①所有株式数別

平成26年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

富士通株式会社 神奈川県川崎市中原区上小田中4丁目1番1号 4,537,200 56.96

吉　田　　稔 東京都町田市 144,000 1.80

桜　井　昭　一 東京都板橋区 139,600 1.75

株式会社みずほ銀行
(常任代理人
資産管理サービス信託銀行株式
会社)

東京都千代田区丸の内1丁目3‐3 125,400 1.57

大久保　敬　一 香川県観音寺市 105,000 1.31

塚　田　修　身 茨城県取手市 86,000 1.07

針　山　ちゑ子 東京都目黒区 54,900 0.68

滝　口　初五郎 宮城県宮城郡 52,000 0.65

柿　島　興　一 東京都江東区 51,300 0.64

北愛知リース株式会社 愛知県名古屋市北区若葉通1丁目38 49,400 0.62

計 ― 5,344,800 67.05
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②所有議決権数別

平成26年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有議決権数
(個)

総株主の議決権
に対する
所有議決件数
の割合(％)

富士通株式会社 神奈川県川崎市中原区上小田中4丁目1番1号 45,352 56.95

吉　田　　稔 東京都町田市 1,440 1.80

桜　井　昭　一 東京都板橋区 1,396 1.75

株式会社みずほ銀行
(常任代理人
資産管理サービス信託銀行株式
会社)

東京都千代田区丸の内1丁目3‐3 1,254 1.57

大久保　敬　一 香川県観音寺市 1,050 1.31

塚　田　修　身 茨城県取手市 860 1.08

針　山　ちゑ子 東京都目黒区 549 0.68

滝　口　初五郎 宮城県宮城郡 520 0.65

柿　島　興　一 東京都江東区 513 0.64

北愛知リース株式会社 愛知県名古屋市北区若葉通1丁目38 494 0.62

計 ― 53,428 67.05
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(8) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式
第２種優先株式

2,000
―

優先株式の内容は、「１．株式等の
状況」の「(１)株式の総数等」の
「②発行済株式」の注記に記載して
おります。

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,962,700
79,627 ―

単元未満株式
普通株式

300
― ―

発行済株式総数 7,965,000 ― ―

総株主の議決権 ― 79,627 ―
 

② 【自己株式等】

　　該当事項はありません。

 

(9) 【ストックオプション制度の内容】

　　該当事項はありません。
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２ 【自己株式の取得等の状況】
 

【株式の種類等】 該当事項はありません。
 

 

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数(株)
処分価額の総額
(百万円)

株式数(株)
処分価額の総額
(百万円)

引き受ける者の募集を行った
取得自己株式

― ― ― ―

消却の処分を行った取得自己株式 ― ― ― ―

合併、株式交換、会社分割に係る
移転を行った取得自己株式

― ― ― ―

その他(―) ― ― ― ―
     

保有自己株式数 ― ― ― ―
 

 

３ 【配当政策】

当社は、配当については、収益状況に対応した配当を行うことを基本としつつ、配当性向及び財務体質の強化

等を勘案して決定することを基本方針といたします。

当社の剰余金の配当は、期末配当の年１回を基本的な方針としており、中間配当制度は採用しておりません。

配当の決定機関は、株主総会であります。

なお、当期の配当につきましては、多額の累積損失があることから、無配とさせていただきました。
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４ 【株価の推移】

(1) 【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

 

①普通株式

回次 第９期 第10期 第11期 第12期 第13期

決算年月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月 平成26年３月

最高(円) 41,800 71,500 40,900 38,200 571

最低(円) 17,700 25,500 25,000 14,510 232
 

(注1)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　(注2)　当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式1株を100株に分割し、1単元の株式数を100株とする

　　　　 単元株制度を採用しています。これに伴い、第13期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して第13期の最高

　　　　 及び最低株価を算定しています。

 
②第２種優先株式

当社第２種優先株式は、非上場であるため、該当事項はありません。

 

(2) 【最近６月間の月別最高・最低株価】

 

①普通株式

月別 平成25年10月 11月 12月 平成26年１月 ２月 ３月

最高(円) 365 331 305 571 433 348

最低(円) 303 295 252 292 345 292
 

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 
②第２種優先株式

当社第２種優先株式は、非上場であるため、該当事項はありません。
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５ 【役員の状況】
 

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

代表
取締役
社長

― 石　坂　宏　一 昭和26年12月10日生

昭和51年４月 富士通株式会社入社

(注)３
普通株式
12,800

平成７年７月 富士通高見澤コンポーネント株式会社技術

製造本部事業推進部ビジネス企画部長

平成14年６月 富士通株式会社電子デバイス事業推進本部

長代理

平成15年６月 当社取締役

平成18年６月 富士通株式会社経営執行役

平成20年３月 富士通マイクロエレクトロニクス株式会社

常務取締役

平成21年６月 当社取締役退任

平成21年６月 新光電気工業株式会社取締役常務執行役員

平成22年６月 当社代表取締役社長(現在に至る)

常務
取締役

海外営業
・
マーケ
ティング
担当

原　　康　人 昭和29年２月23日生

昭和51年４月 富士通株式会社入社

(注)３
普通株式

3,500

平成２年11月 フジツウ　マイクロエレクトロニクス　ア

メリカ　ディレクター

平成８年１月 フジツウタカミサワ　アメリカ　バイスプ

レジデント

平成13年７月 フジツウコンポーネンツ　アメリカ　会長

(現在に至る)

平成16年６月 当社取締役

平成16年７月 当社取締役コーポレートプランニング室長

平成20年６月 当社常務取締役

平成22年６月 当社常務取締役海外営業・マーケティング

担当(現在に至る)

常務
取締役

ディスク
リート
デバイス
・

システム
デバイス
事業
総括担当
 

岡　本　良　夫 昭和30年４月３日生

昭和53年４月

平成10年11月

 

平成13年10月

平成15年６月

平成19年６月

平成22年６月

 

平成23年６月

 

平成25年６月

富士通株式会社入社

富士通高見澤コンポーネント株式会社技術

開発本部リレー技術部長

当社開発設計本部リレー開発設計部長

当社開発統括部長

当社取締役リレー事業担当

宮崎富士通コンポーネント株式会社代表取

締役社長(現在に至る)

当社取締役ディスクリートデバイス・シス

テムデバイス事業総括担当

当社常務取締役(現在に至る)

(注)３
普通株式
4,200

取締役 ― 五十嵐　一　浩 昭和30年４月30日生

昭和54年４月 富士通株式会社入社

(注)３ ―

平成10年12月 同社パーソナルビジネス本部モバイルＰＣ

事業部第二技術部長

平成17年７月 同社パーソナルビジネス本部長代理

平成19年６月 同社経営執行役

平成21年６月 同社執行役員

平成24年４月 同社執行役員常務(現在に至る)

平成24年６月 当社取締役(現在に至る)

取締役

製造支援
・

共通技術
・
新商品
開発
・

品質保証
担当、
ディスク
リート
デバイス
・

システム
デバイス
事業
副担当

宮　澤　英　夫 昭和31年３月12日生

昭和55年４月 富士通株式会社入社

(注)３
普通株式
4,000

平成11年12月 富士通高見澤コンポーネント株式会社開発

設計本部コネクタ開発設計部長

平成13年10月 当社開発設計本部コネクタ開発設計部長

平成14年９月 当社コネクタ統括部長

平成20年６月 当社取締役

平成20年７月 当社取締役ディスクリートデバイス事業担

当

平成23年６月 当社取締役製造支援・共通技術・新商品開

発・品質保証担当、ディスクリートデバイ

ス・システムデバイス事業副担当(現在に

至る)
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

取締役

商品設計
担当、
ディスク
リート
デバイス
・

システム
デバイス
事業
副担当

渡　邉　寿美男 昭和30年11月２日生

昭和56年４月 富士通株式会社入社

(注)３
普通株式
2,100

平成14年12月 当社応用機器統括部第二開発設計部長

平成17年６月 当社コーポレートプランニング室エグゼク

ティブスタッフ

平成20年12月 当社マーケティング本部長代理

平成23年６月 当社事業本部長代理

平成24年６月 当社取締役商品設計担当、ディスクリート

デバイス・システムデバイス事業副担当

(現在に至る)

取締役
事業推進
・

管理担当
倉　本　雅　晴 昭和32年10月29日生

昭和56年４月 富士通株式会社入社

(注)３
普通株式
1,500

平成12年４月 富士通高見澤コンポーネント株式会社製造

統括本部事業推進部企画部長

平成13年10月 当社事業推進統括部企画部長

平成16年10月 フジツウコンポーネント　マレーシア　マ

ネージングディレクター

平成23年６月 当社事業推進統括部長

平成24年６月 当社取締役事業推進・管理担当(現在に至

る)

取締役
国内営業
担当
 

松　本　昌　幸 昭和35年６月17日生

昭和58年４月

平成19年８月

 

平成20年４月

平成23年６月

平成25年６月

株式会社高見澤電機製作所入社

富士通コンポーネント株式会社営業本部大

阪販売部長代理

当社営業本部大阪販売部長

当社国内営業本部副本部長

当社取締役国内営業担当(現在に至る)

(注)３
普通株式
1,600
 

常勤
監査役

― 池　本　守　正 昭和29年１月４日生

昭和54年４月 富士通株式会社入社

(注)４ ―

平成13年６月 同社経理部グループタックス室長

平成16年７月 同社The FUJITSU Way推進室主席部長

平成20年６月 同社FUJITSU Way推進本部長

平成24年６月 同社経営監査室長

平成25年６月 当社監査役

平成26年６月 当社常勤監査役

監査役 ― 鈴　木　洋　二 昭和22年３月31日生

昭和47年３月 公認会計士開業登録

(注)４ ―

昭和59年５月 昭和監査法人(現・新日本有限責任監査法

人)社員

平成元年５月 日本公認会計士協会理事

平成15年７月 新日本監査法人(現・新日本有限責任監査

法人)常任理事

平成21年７月 新日本有限責任監査法人評議員

平成23年６月 同法人退職

平成24年６月 当社監査役(現在に至る)

監査役

 
―

広　瀬　陽　

一　
昭和33年３月５日生

昭和56年４月 富士通株式会社入社

(注)４ ―

平成14年８月 同社経理部グループ経営管理部長

平成16年６月 同社ビジネスマネジメント本部業種・地域

経理部長

平成21年６月 同社財務経理本部経理部長

平成24年４月 同社常務理事

平成25年５月 同社執行役員(現在に至る)

平成26年６月 当社監査役

計
普通株式

29,700
 　
(注) １　取締役五十嵐一浩氏は社外取締役であります。

２　監査役池本守正、鈴木洋二、広瀬陽一の３氏は社外監査役であります。
３　取締役の任期は、平成26年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成28年３月期に係る定時株主総会終結
のときまでであります。

４　監査役の任期は、平成25年３月期に係る定時株主総会終結の時から平成29年３月期に係る定時株主総会終結
のときまでであります。
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６ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの状況】

当社グループは、お客様、社員、株主・投資家の皆様、お取引先様、事業パートナー、地域社会・国際社会など

のステークホルダーに対する社会的責任を果たしていくことを基本とし、お客様のタイムリーな商品価値向上にお

役に立つビジネスパートナーとして「高信頼高品質」、「技術提案力」、「コスト競争力」の継続的提供と環境・

社会への貢献を図り、利益と成長を実現することを目標としております。

 

①  企業統治の体制

当社は、職務執行が適正かつ効率的に行われるよう、役員・統括部長等の指揮命令系統、職務権限・責任を

明確に規定しております。また、ビジネスユニット制を採用し、開発・製造・品質保証体制を子会社まで含

め、一貫して管理する組織体制にし、取締役会、経営会議の機能・位置付け、各種委員会の機能・位置付け等

を明確に規定し、経営を適正かつ効率的に行うことにより、コーポレート・ガバナンスの一層の強化を目指し

てまいります。

当社は、監査役会制度を採用しており、取締役会は原則として毎月１回開催し、重要事項はすべて付議さ

れ、業績の進捗についても議論し、具体的な対策等が決定されております。このほか毎月２回、経営会議を開

催し、経営全般に関する日常的事項及び品質・環境等のリスク管理に関する事項の報告、協議並びに事業活動

における法令遵守について、常勤役員の共通認識と意思決定の迅速化を図っており、必要に応じて顧問弁護士

等のアドバイスを受けながら、事故発生時において影響を最小限に止めるよう体制を構築しております。この

ような体制には、監査役会制度が適していると考えております。

監査役は３名であります。３名とも社外監査役で、うち１名は常勤監査役となっております。

 

a)会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況
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b)責任限定契約の内容の概要

当社と社外監査役鈴木洋二氏は、会社法第427条第１項に基づく同法第423条第１項の損害賠償責任を限定す

る契約を締結しております。当該契約に基づく損賠賠償責任の限度額は、法令で定める最低責任限度額として

おります。

 

c)特別取締役による取締役会の決議制度

当社は、特別取締役を設置しておりません。

 

②  内部監査及び監査役監査

(内部監査)

内部監査については、当社及び子会社を含めて業務運営の実態を調査し、経営目標の達成に役立たせること

はもとより、企業集団としてのコンプライアンスの充実を図ることを目的として、他部門から独立した社長直

轄の監査部（４名）を設置し、内部監査を行っております。業務監査として、製品開発、生産、品質、環境、

情報等のリスク管理及びこれらにまつわるコンプライアンスについて、合理的かつ効率的に行われているか監

査しております。また、業務規程等への文書化及び実際の運用が、諸法令に準拠して、妥当かどうかも合わせ

て監査しております。

内部監査のローテーションについては、社長承認を得た年度監査計画書に基づき、監査の対象となる部門等

を決定し、グループを網羅的に行っております。

(監査役監査)

監査役会は、常勤監査役１名、非常勤の監査役２名を含む３名で構成しております。監査役監査については

常勤監査役が中心となり、取締役会、経営会議に出席し、さらに社内の各種委員会や会議にも積極的に参加

し、取締役の職務執行を充分に監視できる体制となっております。

常勤監査役１名と、非常勤の監査役のうち１名につきましては、長年に渡り経理業務の経験を重ねてきてお

り、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。また、非常勤の監査役の１名につきましては、

公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。

(内部監査、監査役監査及び会計監査の相互連携並びに内部統制部門との関係)

内部監査部門は、内部監査の結果について、取締役会への報告に加え、常勤監査役に対しても報告を行って

おり、重要な情報については、常勤監査役と相互に口頭もしくは電子メールにて情報交換を行う等、緊密に連

携しております。また、一部の監査については常勤監査役と共に行い、連絡・情報交換ができる体制を構築し

ております。なお、非常勤監査役は、これらの報告及び状況について、常勤監査役から情報を入手しておりま

す。

会計監査人については、それぞれの監査における指摘事項等に関し、窓口担当部長より常勤監査役に対し、

随時報告を行う他、監査役会と会計監査人との間で適宜報告及び情報交換を行い、連携体制を構築しておりま

す。

なお、当社の内部統制に係る業務については内部統制委員会が行い、その情報については内部監査部門を通

じて常勤監査役や会計監査人と連絡・情報交換ができる体制を構築しております。また、非常勤監査役は、こ

れらの状況及び内容について、常勤監査役から適宜情報を入手しています。
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③  社外取締役及び社外監査役

当社の社外取締役は１名で非常勤の社外取締役であります。

社外取締役五十嵐一浩氏は、当社の親会社である富士通株式会社において執行役員常務を務めており、同社

と当社との間には営業取引関係があります。また、五十嵐一浩氏と当社との間には資本関係・取引関係等の利

害関係はなく、日常の経営意思決定には関与しておりません。

当社の社外監査役は３名で１名は常勤監査役、２名は非常勤の監査役であります。

社外監査役池本守正氏は、当社の親会社である富士通株式会社において、平成26年６月まで経営監査室長を

務めており、同社と当社との間には営業取引関係があります。なお、池本守正氏と当社の間には、資本関係・

取引関係等の利害関係はありません。

社外監査役鈴木洋二氏は、当社の会計監査人である新日本有限責任監査法人に平成23年６月まで業務執行者

として勤務しておりました。なお、鈴木洋二氏と当社の間には、資本関係・取引関係等の利害関係はありませ

ん。

社外監査役広瀬陽一氏は、当社の親会社である富士通株式会社において、執行役員を務めており、同社と当

社との間には営業取引関係があります。なお、広瀬陽一氏と当社の間には、資本関係・取引関係等の利害関係

はありません。

当社は社外取締役又は社外監査役を選任するための独立性に関する基準は特に定めておりませんが、上記の

社外取締役１名と社外監査役３名については、豊富な経験と高い見識をもとに社外の客観的な見地から経営の

助言を得ること、及び監査体制の強化を目的として招聘しております。

社外取締役を選任するにあたっては、以下を選任基準としております。

・当社のビジネスや当社の属する電子部品業界に精通していて、客観的で公正な観点から物事を判断できる

人、または経営者として自身の培ってきた専門的な知識・経験等を持っている人。

・実際に当社の取締役会に出席し、積極的に議論に参加し、意見を言っていただける人。

社外監査役を選任するにあたっては、以下を選任基準としております。

・当社のビジネスや当社の属する電子部品業界に精通していて、客観的で公正な観点から物事を判断できる

人、または監査役としての充分な経験がある人。

・実際に当社の取締役会に出席し、積極的に議論に参加し、意見を言っていただける人。
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④ 役員の報酬等

イ 提出会社の役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

 

役員区分
報酬等の総額
(百万円)

報酬等の種類別の総額(百万円) 対象となる
役員の員数
(名)基本報酬

ストック
オプション

賞与
退職慰労金
繰入額

取締役
(社外取締役を除く。)

68 62 ― ― 5 8

監査役
(社外監査役を除く。)

― ― ― ― ― ―

社外役員 19 19 ― ― 0 5
 

(注１)上記の取締役の人員には、平成25年６月26日開催の第12回定時株主総会の集結をもって退任した１名を含んで

おります。

(注２)上記の監査役の人員には、平成25年６月26日開催の第12回定時株主総会の集結をもって退任した１名を含んで

おります。

(注３)上記のほか、平成25年６月26日開催の第12回定時株主総会の決議に基づき、退職慰労金を退任取締役１名に対

し20百万円、退任監査役１名に対し０百万円（うち社外監査役０百万円）支給しております。

 

ロ  提出会社の役員ごとの連結報酬等の総額等

連結報酬等の総額が１億円以上の役員がいないため、該当事項はありません。

 

ハ 使用人兼務役員の使用人給与のうち、重要なもの

 

総額(百万円)
対象となる
役員の員数(名)

内容

37 6 本部長及び統括部長業務に対する給与。
 

 

ニ  役員の報酬等の額の決定に関する方針

役員の報酬については、取締役と監査役の報酬限度額を株主総会の決議により決定しております。取締役と

監査役の報酬額は、同業他社の状況、当社の業績・財務状態等を勘案し、取締役の報酬は取締役会の決議によ

り決定し、監査役の報酬は監査役の協議により決定しております。
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⑤ 株式の保有状況

当社及び連結子会社のうち、投資株式の貸借対照表計上額が最も大きい会社(最大保有会社)である当社につ

いて、以下の通りであります。

イ 保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

銘柄数 1 銘柄

貸借対照表計上額の合計額 553 百万円
 

 

ロ　保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の保有区分、銘柄、株式数、貸借対照表計上額及び保有

目的

(前事業年度)

特定投資株式

銘柄数
株式数
(株)

貸借対照表計上額
(百万円)

保有目的

富晶通科技股份有限公司 8,150,000 382 取引関係の維持
 

 

みなし保有株式

該当事項はありません。

 

(当事業年度)

特定投資株式

銘柄数
株式数
(株)

貸借対照表計上額
(百万円)

保有目的

富晶通科技股份有限公司 3,175,000 553 取引関係の維持
 

 

みなし保有株式

該当事項はありません。

 

ハ 保有目的が純投資目的である投資株式

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

富士通コンポーネント株式会社(E01871)

有価証券報告書

 42/108



 

⑥  会計監査の状況

会計監査については新日本有限責任監査法人を選任しており、会計監査業務を執行した公認会計士は角田伸

理之、齋田毅、松本暁之の３名であります。なお、継続監査年数については、３名とも７年以内であるため、

記載を省略しております。

監査業務に係る補助者の構成は、公認会計士５名及び会計士補等９名,その他５名となっております。

会計監査は、各四半期末、期末に偏ることなく期中に満遍なく実施されております。

 

⑦　取締役の定数

当社は、取締役は15名以内とする旨定款に定めております。

 

⑧　取締役の選任及び解任の決議要件

当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する

株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び選任決議は、累積投票によらないものとする旨を定款

に定めております。

 

⑨　株主総会の特別決議要件

当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株

主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定めてお

ります。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うこ

とを目的としております。

 

⑩　取締役及び監査役の責任免除

当社は、会社法第426条第１項の規定により、取締役（取締役であった者を含む。）及び監査役（監査役で

あった者を含む。）の損害賠償責任を、法令の限度において、取締役会の決議によって免除することができる

旨定款に定めております。これは、職務の遂行にあたり期待される役割を十分に発揮できる環境を整えること

を目的としております。

当社は、会社法第427条第１項の規定により、社外取締役（社外取締役であった者を含む。）及び社外監査役

（社外監査役であった者を含む。）との契約をもって、任務を怠ったことによるそれぞれの賠償責任を法令の

限度において、限定することができる旨定款に定めております。

これは、社外から優秀な人材を迎えることは、経営の透明性及び健全性の確保をさらに推進するために有益

であることから定めるものであります。

 

⑪　議決権制限株式

当社は、資金調達を柔軟かつ機動的に行うための選択肢の多様化を図り、適切な資本政策を実行することを

可能とするため、普通株式と異なる定めをした議決権のない第２種優先株式を発行しております。
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(2) 【監査報酬の内容等】

① 【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

 

区分
前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に
基づく報酬(百万円)

非監査業務に
基づく報酬(百万円)

監査証明業務に
基づく報酬(百万円)

非監査業務に
基づく報酬(百万円)

提出会社 65 ― 66 ―

連結子会社 ― ― ― ―

計 65 ― 66 ―
 

 

② 【その他重要な報酬の内容】

前連結会計年度

当社の連結子会社でありますFUJITSU COMPONENTS EUROPE B.V.、富士通電子零件(上海)有限公司及びFUJITSU

COMPONENT(MALAYSIA)SDN.BHD.は、当社の監査公認会計士等と同一のネットワークに属しているERNST＆YOUNGに

対して、監査証明業務に基づく報酬21百万円を支払っております。

 

当連結会計年度

当社の連結子会社でありますFUJITSU COMPONENTS EUROPE B.V.、富士通電子零件(上海)有限公司、FUJITSU

COMPONENTS ASIA PTE LTD.及びFUJITSU COMPONENT(MALAYSIA)SDN.BHD.は、当社の監査公認会計士等と同一の

ネットワークに属しているERNST＆YOUNGに対して、監査証明業務に基づく報酬25百万円を支払っております。

 

③ 【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

前連結会計年度

該当事項はありません。

 

当連結会計年度

該当事項はありません。

 

④ 【監査報酬の決定方針】

当社は、当社の監査公認会計士等に対する監査報酬の決定方針を定めておりません。なお、監査報酬につきま

しては、監査内容及び日数などにより適切な報酬額を検討し、会社法の定めに従い監査役会の同意を得たうえで

取締役会で決議しております。
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第５ 【経理の状況】

 

１　連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1)　当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当連結会計年度（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）の連結財務諸表に含まれる比較情報につ

いては、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成24年９月21日

内閣府令第61号）附則第３条第２項により、改正前の連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

(2)　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当事業年度（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）の財務諸表に含まれる比較情報については、

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成24年９月21日内閣府令

第61号）附則第２条第２項により、改正前の財務諸表等規則に基づいて作成しております。

また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しており

ます。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度(平成25年４月１日から平成26年３月

31日まで)及び事業年度(平成25年４月１日から平成26年３月31日まで)の連結財務諸表及び財務諸表について、新日

本有限責任監査法人により監査を受けております。

 

３　連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みとして、会計基準等の内容を適切に把握できる

体制の整備のために、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、会計基準設定主体等の行う研修への参加等を行っ

ております。
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１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

① 【連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,222 1,305

  受取手形及び売掛金 13,045 13,612

  商品及び製品 3,880 3,520

  仕掛品 641 833

  原材料及び貯蔵品 1,148 1,325

  その他 405 1,195

  貸倒引当金 △41 △104

  流動資産合計 20,303 21,687

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 ※1  10,461 ※1,※2  10,265

    減価償却累計額 △8,278 △8,206

    減損損失累計額 △7 △6

    建物及び構築物（純額） 2,175 2,053

   機械装置及び運搬具 16,005 ※2  16,823

    減価償却累計額 △12,473 △13,236

    減損損失累計額 △197 △181

    機械装置及び運搬具（純額） 3,333 3,406

   工具、器具及び備品 10,892 ※2  11,151

    減価償却累計額 △9,673 △9,890

    減損損失累計額 △344 △344

    工具、器具及び備品（純額） 874 917

   土地 ※1,※3  3,957 ※1,※3  3,936

   建設仮勘定 299 1,291

   有形固定資産合計 10,641 11,605

  無形固定資産   

   ソフトウエア 456 119

   その他 312 311

   無形固定資産合計 769 430

  投資その他の資産   

   投資有価証券 416 587

   その他 221 198

   貸倒引当金 △61 △69

   投資その他の資産合計 575 716

  固定資産合計 11,986 12,752

 資産合計 32,289 34,440
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 11,430 9,745

  短期借入金 14,044 15,407

  リース債務 61 67

  未払金 330 ※2  696

  未払費用 1,463 1,920

  未払賞与 361 542

  未払法人税等 99 135

  その他 144 197

  流動負債合計 27,936 28,711

 固定負債   

  リース債務 78 144

  繰延税金負債 33 157

  退職給付引当金 2,945 -

  役員退職慰労引当金 160 27

  障害対応費用引当金 66 20

  退職給付に係る負債 - 3,174

  再評価に係る繰延税金負債 ※3  503 ※3  503

  その他 175 ※2  653

  固定負債合計 3,963 4,681

 負債合計 31,899 33,393

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,764 6,764

  資本剰余金 6,654 6,654

  利益剰余金 △13,452 △13,241

  株主資本合計 △32 177

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 58 283

  土地再評価差額金 ※3  917 ※3  917

  為替換算調整勘定 △553 △174

  退職給付に係る調整累計額 - △158

  その他の包括利益累計額合計 423 868

 純資産合計 390 1,046

負債純資産合計 32,289 34,440
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② 【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 39,561 43,073

売上原価 ※1,※3  32,168 ※1,※3  34,381

売上総利益 7,393 8,692

販売費及び一般管理費 ※2,※3  7,910 ※2,※3  8,585

営業利益又は営業損失（△） △516 106

営業外収益   

 受取利息及び配当金 4 4

 為替差益 171 232

 受取ロイヤリティー 50 73

 助成金収入 41 23

 その他 72 68

 営業外収益合計 341 401

営業外費用   

 支払利息 124 120

 その他 52 83

 営業外費用合計 176 203

経常利益又は経常損失（△） △352 304

特別利益   

 投資有価証券売却益 - ※4  346

 特別利益合計 - 346

特別損失   

 和解金 ※6  75 -

 固定資産除却損 - ※5  280

 特別損失合計 75 280

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△427 370

法人税、住民税及び事業税 144 191

法人税等調整額 △16 △32

法人税等合計 128 159

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調
整前当期純損失（△）

△555 210

当期純利益又は当期純損失（△） △555 210
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【連結包括利益計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調
整前当期純損失（△）

△555 210

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 29 225

 為替換算調整勘定 764 378

 その他の包括利益合計 ※1  793 ※1  603

包括利益 238 814

（内訳）   

 親会社株主に係る包括利益 238 814

 少数株主に係る包括利益 - -
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③ 【連結株主資本等変動計算書】

 前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 6,764 6,654 △12,895 523

当期変動額 　 　 　 　

当期純損失（△） 　 　 △555 △555

その他 　 　 △1 △1

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　

当期変動額合計 ― ― △556 △556

当期末残高 6,764 6,654 △13,452 △32
 

 

 

　

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金 為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 29 917 △1,317 △370 153

当期変動額 　 　 　 　 　

当期純損失（△） 　 　 　 　 △555

その他 　 　 　 　 △1

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
29 ― 764 793 793

当期変動額合計 29 ― 764 793 237

当期末残高 58 917 △553 423 390
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 当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 6,764 6,654 △13,452 △32

当期変動額 　 　 　 　

当期純利益 　 　 210 210

その他 　 　 ― ―

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　

当期変動額合計 ― ― 210 210

当期末残高 6,764 6,654 △13,241 177
 

 

 

　

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金 為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 58 917 △553 ― 423 390

当期変動額 　  　 　 　 　

当期純利益 　  　 　 　 210

その他 　  　 　 　 ―

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
225 ― 378 △158 445 445

当期変動額合計 225 ― 378 △158 445 655

当期末残高 283 917 △174 △158 868 1,046
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④ 【連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
 至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
 至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 
税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期
純損失（△）

△427 370

 減価償却費 1,694 1,759

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 11 58

 受取利息及び受取配当金 △4 △4

 支払利息 124 120

 売上債権の増減額（△は増加） △937 189

 たな卸資産の増減額（△は増加） 393 354

 仕入債務の増減額（△は減少） △525 △2,586

 投資有価証券売却損益（△は益） - △346

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15 △132

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 72 -

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 70

 障害対応費用引当金の増減額（△は減少） 10 △45

 固定資産除却損 - 280

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 211 △416

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △437 707

 その他の固定負債の増減額（△は減少） △48 89

 その他 2 15

 小計 124 482

 利息及び配当金の受取額 4 4

 利息の支払額 △124 △120

 法人税等の支払額 △59 △120

 法人税等の還付額 7 1

 営業活動によるキャッシュ・フロー △47 247

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △866 △1,842

 有形固定資産の売却による収入 44 58

 投資有価証券の売却による収入 - 259

 無形固定資産の取得による支出 △38 △46

 その他 6 39

 投資活動によるキャッシュ・フロー △853 △1,531

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 571 1,346

 リース債務の返済による支出 △105 △71

 割賦債務の返済による支出 - △48

 財務活動によるキャッシュ・フロー 466 1,227

現金及び現金同等物に係る換算差額 166 140

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △268 82

現金及び現金同等物の期首残高 1,490 1,222

現金及び現金同等物の期末残高 1,222 1,305
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【注記事項】

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１　連結の範囲に関する事項

連結子会社の数…13社

主要な連結子会社の名称

株式会社しなの富士通

宮崎富士通コンポーネント株式会社

FUJITSU COMPONENT (MALAYSIA) SDN.BHD.

富士通電子零件(常州)有限公司

千曲通信工業株式会社

株式会社高見澤電機製作所

FUJITSU COMPONENTS AMERICA, INC.

FUJITSU COMPONENTS ASIA PTE LTD.

FUJITSU COMPONENTS EUROPE B.V.

 

２　連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、以下の会社を除き、決算日は3月31日であります。　

富士通電子零件(常州)有限公司

青島光和精工有限公司

富士通電子零件(上海)有限公司

上記の会社の決算日は12月31日であり、連結財務諸表の作成にあたっては、富士通電子零件（常州）有限公司と

富士通電子零件（上海）有限公司と青島光和精工有限公司の３社とも連結決算日に正規の手続きに準ずる手続きに

よる決算を行っております。

 

３　会計処理基準に関する事項

　(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

　　①有価証券の評価基準及び評価方法

　　　その他有価証券

　　　　時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法によ

り算定)を採用しております。

時価のないもの

　移動平均法による原価法を採用しております。

　　②デリバティブの評価基準及び評価方法

　　　　時価法を採用しております。
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　　③たな卸資産の評価基準及び評価方法

　評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

　(イ)商品及び製品

　　　主として移動平均法

　(ロ)仕掛品・貯蔵品

　　　主として個別法又は総平均法

　(ハ)原材料

　　　主として移動平均法

　(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

　　①有形固定資産（リース資産を除く）

　定額法によっております。

　減価償却費の計算には見積耐用年数を使用しています。

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　　建物及び構築物　　　２～50年

　　機械装置及び運搬具　４～10年

　　工具器具備品　　　　２～10年

　　②無形固定資産（リース資産を除く）

　主として定額法によっております。なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期間(５

年)に基づく定額法によっております。

　　③リース資産

所有権移転外ファイナンス・リースに係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。

　(3) 重要な引当金の計上基準

　　①貸倒引当金

　売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒の実績等を勘案した繰入率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　　②役員退職慰労引当金

　当社及び在外子会社を除き、役員の退職慰労金の支出に備えて、内規による必要額を計上しております。

③障害対応費用引当金

当社製品で、一部お客様商品において不具合が発生し、お客様での交換に要する当社製品を無償提供するため

に、今後発生が見込まれる費用について合理的に見積もれるものについて見積額を計上しております。
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　(4) 退職給付に係る会計処理の方法

　　①退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

期間定額基準によっております。

　　②過去勤務費用の処理方法

…定額法（10年）

　　③数理計算上の差異の処理方法

…定額法(各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数により按分した額を、

それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理)

　(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。なお、在外子会社等の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は

期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めて表示しておりま

す。

　(6) 重要なヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法

先物為替予約取引については、原則的処理を採用しております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建売掛金

③ヘッジ方針

通貨関連における先物為替予約取引は、外貨建売掛金の為替変動リスクを回避するためのものであるため、外

貨建売掛金の範囲内で行うこととしております。

④ヘッジの有効性の評価

当社グループは、当社が定めたデリバティブ取引に関する所定のルールに基づいて取引を行い、ヘッジの有効

性の判定を含めて管理を行っております。

　(7) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及

び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期

限の到来する短期投資からなっております。

(8) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

①　消費税等の会計処理

当社及び国内子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

②　連結納税制度の適用

連結納税制度を適用しております。
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(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指

針第67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債とし

て計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上いたしまし

た。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会

計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しておりま

す。

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が3,174百万円計上されております。また、その他の包

括利益累計額が158百万円減少しております。

なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

 

(未適用の会計基準等)

　　・「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年5月17日）

　　・「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年5月17日）　

 

　 (1) 概要

本会計基準は、財務報告を改善する観点及び国際的な動向を踏まえ、未認識数理計算上の差異及び未認識過去

勤務費用の処理方法、退職給付債務及び勤務費用の計算方法並びに開示の拡充を中心に改正されたものです。　

 

　 (2) 適用予定日

退職給付債務及び勤務費用の計算方法の改正については、平成27年３月期の期首より適用予定です。

 

　　(3) 当該会計基準等の適用による影響

　　　　影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中です。
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(追加情報)

（役員退職慰労金制度の廃止）

当社は、平成25年５月29日開催の取締役会において、平成25年６月26日開催の第12期定時株主総会終結の時を

もって退職慰労金制度を廃止することを決議しました。また、同株主総会において同株主総会終結までの在任期間

に相当する退職慰労金を退任時に打切り支給することを決議しました。これに伴い、当社の役員に対する打切り支

給額の未払分については固定負債の「その他」に含めて表示しております。
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(連結貸借対照表関係)

※１　担保に供している資産

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

　建物及び構築物 620百万円  567百万円

　土地 1,594百万円     1,594百万円

　計 2,215百万円     2,161百万円
 

 

※２　割賦払いによる所有権留保資産

割賦払いにより購入しているため、所有権が留保されている資産及び設備関係未払金残高は次のとおりであり

ます。

所有権が留保されている資産

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

　建物及び構築物 ―百万円 81百万円

　機械装置及び運搬具 ―百万円 363百万円

　工具、器具及び備品 ―百万円 33百万円

　計 ―百万円 478百万円
 

 

設備関係未払金

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

　設備関係未払金 ―百万円 208百万円

　設備関係長期未払金 ―百万円 372百万円

　計 ―百万円 580百万円
 

 

※３ 土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法律第34号)及び土地の再評価に関する法律の一部を改正する法

律(平成13年３月31日公布法律第19号)に基づき、一部国内連結子会社において事業用土地の再評価を行い、再評

価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、

これを控除した金額を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。

同法律第３条第３項に定める再評価の方法

土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３月31日公布政令第119号)第２条第４号に定める路線価に合理的な

調整を行って算出しております。

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

再評価を行った年月日 平成14年３月31日 平成14年３月31日

再評価を行った土地の当期末に
おける時価と再評価後の帳簿価
額との差額

△796百万円     △796百万円

 

 

(連結損益計算書関係)

 

※１　期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損(△は戻入益）が売上原価に

含まれております。

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

　たな卸資産評価損（△は戻入益） △30百万円 17百万円
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※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

　給与手当 1,933百万円 2,305百万円

　賞与手当 218 323 

　商品修理費 288 172 

　物流費 711 690 

　退職給付費用 153 255 

　役員退職慰労引当金繰入額 34 7 

　研究開発費 1,977 2,040 

　その他 2,591 2,789 

　計 7,910 8,585 
 

 

※３　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

　一般管理費及び当期製造費用 1,988百万円 2,053百万円
 

 

※４　投資有価証券売却益の内容は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

　投資有価証券売却益 ―百万円 346百万円
 

　　　※富晶通科技股份有限公司株式の売却によるものであります。

 
※５　固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

　固定資産除却損 ―百万円 280百万円
 

　　　※社内基幹システムの開発見直しに伴う過年度の開発に係る資産の除去費用等によるものであります。

 

※６　和解金の内容は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

　和解金 75百万円 ―百万円
 

　　　※当社製品に関し当社特約店が受けた訴訟に対する和解金の支払いによるものであります。
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(連結包括利益計算書関係)

※１　その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

その他有価証券評価差額金   

 当期発生額 46百万円 695百万円

 組替調整額 ― 〃 △346 〃

   税効果調整前 46百万円 349百万円

   税効果額 △16 〃  △124 〃

   その他有価証券評価差額金 29百万円 225百万円

為替換算調整勘定   

 当期発生額 764百万円 378百万円

その他の包括利益合計 793百万円 603百万円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 79,630 ― ― 79,630

第２種優先株式(株) 2,000 ― ― 2,000

合計(株) 81,630 ― ― 81,630
 

 

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。　

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　　　　該当事項はありません。

 

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 79,630 7,883,370 ― 7,963,000

第２種優先株式(株) 2,000 ― ― 2,000

合計(株) 81,630 7,883,370 ― 7,965,000
 

　　　※当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に分割し、１単元の株式の数を100株

とする単元株制度を採用しております。これに伴い当連結会計年度の期中に当該株式分割が行われましたの

で、発行済株式数（普通株式）が増加しております。

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。　

 

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　　　　該当事項はありません。
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(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

１　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

現金及び預金勘定 1,222百万円    1,305百万円

現金及び現金同等物 1,222百万円 1,305百万円
 

 

 

(リース取引関係)

　ファイナンス・リース取引

　(1) 所有権移転ファイナンス・リース取引

　　　　該当事項はありません。

　(2) 所有権移転外ファイナンス・リース取引

　　①　リース資産の内容

　　　　・有形固定資産

　　　　　　主として、製造設備及び電子計算機等であります。

　　　　・無形固定資産

　　　　　　生産管理用ソフトウェアであります。

　　②　リース資産の減価償却の方法

　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。
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(金融商品関係)

前連結会計年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

 

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、電子部品の製造販売事業を行うための事業計画に照らして、必要な資金を調達しておりま

す。短期的な運転資金を主に銀行借入により調達しております。デリバティブは、為替動向や金利の動向でリ

スクが急増すると思われる状況が現れた場合、実需の範囲内で外貨建売掛債権の為替変動リスクや借入金の金

利変動リスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。また、為替動向に

よっては為替リスク回避目的で外貨建ての借入を行う場合があります。

 

(2) 金融商品の内容及びリスク

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、グローバルに事業を

展開していることから生じている外貨建ての営業債権は、為替の変動リスクに晒されていますが、外貨建売掛

債権の範囲内で先物為替予約を利用してヘッジしております。

有価証券及び投資有価証券は、主に取引先企業との業務又は資本提携等に関連する株式であり、市場価格の

変動リスクに晒されております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。また、その一部に

は原材料等の輸入に伴う外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒されておりますが、恒常的に同じ外貨

建ての売掛金の範囲内にあります。

借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、ファイナンス・リース取引に係るリース

債務は、設備投資に係る資金調達です。変動金利の借入金は、金利の変動リスクに晒されています。また、為

替動向によっては為替リスク回避目的で外貨建ての借入を行う場合があります。

デリバティブ取引は、外貨建ての営業債権に係る為替の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした先物為

替予約取引、借入金に係る支払金利の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした金利スワップ取引で、いず

れもリスクが急増すると思われる状況が現れた場合、実需の範囲内で行うこととしております。なお、ヘッジ

会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等については、前述の「連結

財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載されている「３　会計処理基準に関する事項　(6) 重要

なヘッジ会計の方法」をご覧下さい。
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(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、売掛債権管理規程に従い、営業債権について、各営業部が取引先の状況を定期的にモニタリング

し、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減

を図っております。連結子会社についても、当社の売掛債権管理規程に準じて同様の管理を行っております。

デリバティブ取引の利用にあたっては、信用リスクを軽減するために、信用度の高い金融機関とのみ取引を

行っております。

当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の貸借対照表価額によ

り表されています。

 

②市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

当社及び一部の連結子会社は、外貨建ての営業債権債務について、通貨別月別に把握された為替の変動リス

クに対して、原則として外貨建ての借入金や先物為替予約を利用してヘッジしております。なお、為替相場の

状況により、外貨建債権債務の実需の範囲内で確実に発生すると見込まれる外貨建債権債務に対する先物為替

予約を行っております。また、当社はリスクが急増すると思われる状況が現れた場合、借入金に係る支払金利

の変動リスクを抑制するために、金利スワップ取引を利用しております。

有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、ま

た、満期保有目的の債券以外のものについては、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直して

おります。

デリバティブ取引に係る取引の実行及び管理は経理部で行っております。先物為替予約取引及び金利スワッ

プ取引のいずれにおいても、実需原則に則って、所定のルールに従って取引を行っており、為替持高及び予約

状況等の報告を担当役員及び取締役会等に随時行っております。

 

③　資金調達に係る流動性のリスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理

当社は、資金収支予測を作成し、資金需要を把握しております。また、資金調達方法の多様化を進めること

により流動性リスクを軽減しております。

 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含

まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用するこ

とにより、当該価額が変動することもあります。また、「デリバティブ取引関係」注記におけるデリバティブ

取引に関する契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありま

せん。
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２．金融商品の時価等に関する事項

平成25年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。（(注２)を参

照ください。）

(単位：百万円)

 
連結貸借対照表
計上額

時価 差額

(1)現金及び預金 1,222 1,222 ―

(2)受取手形及び売掛金 13,045 13,045 ―

(3)投資有価証券    

　　その他有価証券 382 382 ―

資産計 14,651 14,651 ―

(1)支払手形及び買掛金 11,430 11,430 ―

(2)短期借入金 14,044 14,044 ―

(3)リース債務 139 140 0

負債計 25,614 25,614 0

デリバティブ取引(※)    

　ヘッジ会計が適用されていないもの (  ― ) (  ― ) ―

デリバティブ取引計 (  ― ) (  ― ) ―
 

(※)　デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては、()で示しております。

 

(注１) 金融商品の時価の算定方法及びデリバティブ取引に関する事項

資産

(1) 現金及び預金

預金は全て短期であるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

 

(2) 受取手形及び売掛金

これらは全て短期で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

(3) 投資有価証券

投資有価証券の時価については、株式は取引所の価格によっております。その他有価証券のうち、短期間で

決済されるものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。また、有価証

券に関する注記事項については「有価証券関係」注記を参照ください。
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負債

(1) 支払手形及び買掛金、(2) 短期借入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

(3) リース債務

リース債務の時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入又は、リース取引を行った場合に想定

される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

 

デリバティブ取引

「デリバティブ取引関係」注記を参照ください。

 

(注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

(単位：百万円)

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 33
 

上記については、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もるには過大なコストを要すると見込

まれます。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるものであるため、時価の開示は行ってお

りません。

 

(注３) 金銭債権の連結決算日後の償還予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

現金及び預金 1,222 ― ― ―

受取手形及び売掛金 13,045 ― ― ―

合計 14,268 ― ― ―
 

 

(注４) リース債務の連結決算日後の返済予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超

リース債務 61 33 28 16 0 ―

合計 61 33 28 16 0 ―
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当連結会計年度(自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日)

 

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、電子部品の製造販売事業を行うための事業計画に照らして、必要な資金を調達しておりま

す。短期的な運転資金を主に銀行借入により調達しております。デリバティブは、為替動向や金利の動向でリ

スクが急増すると思われる状況が現れた場合、実需の範囲内で外貨建売掛債権の為替変動リスクや借入金の金

利変動リスクを回避するために利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。また、為替動向に

よっては為替リスク回避目的で外貨建ての借入を行う場合があります。

 

(2) 金融商品の内容及びリスク

営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。また、グローバルに事業を

展開していることから生じている外貨建ての営業債権は、為替の変動リスクに晒されていますが、外貨建売掛

債権の範囲内で先物為替予約を利用してヘッジしております。

有価証券及び投資有価証券は、主に取引先企業との業務又は資本提携等に関連する株式であり、市場価格の

変動リスクに晒されております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。また、その一部に

は原材料等の輸入に伴う外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒されておりますが、恒常的に同じ外貨

建ての売掛金の範囲内にあります。

借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、ファイナンス・リース取引に係るリース

債務は、設備投資に係る資金調達です。変動金利の借入金は、金利の変動リスクに晒されています。また、為

替動向によっては為替リスク回避目的で外貨建ての借入を行う場合があります。

デリバティブ取引は、外貨建ての営業債権に係る為替の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした先物為

替予約取引、借入金に係る支払金利の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした金利スワップ取引で、いず

れもリスクが急増すると思われる状況が現れた場合、実需の範囲内で行うこととしております。なお、ヘッジ

会計に関するヘッジ手段とヘッジ対象、ヘッジ方針、ヘッジの有効性の評価方法等については、前述の「連結

財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載されている「３　会計処理基準に関する事項　(6) 重要

なヘッジ会計の方法」をご覧下さい。
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(3) 金融商品に係るリスク管理体制

①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、売掛債権管理規程に従い、営業債権について、各営業部が取引先の状況を定期的にモニタリング

し、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減

を図っております。連結子会社についても、当社の売掛債権管理規程に準じて同様の管理を行っております。

デリバティブ取引の利用にあたっては、信用リスクを軽減するために、信用度の高い金融機関とのみ取引を

行っております。

当期の連結決算日現在における最大信用リスク額は、信用リスクに晒される金融資産の貸借対照表価額によ

り表されています。

 

②市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

当社及び一部の連結子会社は、外貨建ての営業債権債務について、通貨別月別に把握された為替の変動リス

クに対して、原則として外貨建ての借入金や先物為替予約を利用してヘッジしております。なお、為替相場の

状況により、外貨建債権債務の実需の範囲内で確実に発生すると見込まれる外貨建債権債務に対する先物為替

予約を行っております。また、当社はリスクが急増すると思われる状況が現れた場合、借入金に係る支払金利

の変動リスクを抑制するために、金利スワップ取引を利用しております。

有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、ま

た、満期保有目的の債券以外のものについては、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直して

おります。

デリバティブ取引に係る取引の実行及び管理は経理部で行っております。先物為替予約取引及び金利スワッ

プ取引のいずれにおいても、実需原則に則って、所定のルールに従って取引を行っており、為替持高及び予約

状況等の報告を担当役員及び取締役会等に随時行っております。

 

③　資金調達に係る流動性のリスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク)の管理

当社は、資金収支予測を作成し、資金需要を把握しております。また、資金調達方法の多様化を進めること

により流動性リスクを軽減しております。

 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含

まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用するこ

とにより、当該価額が変動することもあります。また、「デリバティブ取引関係」注記におけるデリバティブ

取引に関する契約額等については、その金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありま

せん。
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２．金融商品の時価等に関する事項

平成26年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。（(注２)を参

照ください。）

(単位：百万円)

 
連結貸借対照表

計上額
時価 差額

(1)現金及び預金 1,305 1,305 ―

(2)受取手形及び売掛金 13,612 13,612 ―

(3)投資有価証券    

　　その他有価証券 553 553 ―

資産計 15,471 15,471 ―

(1)支払手形及び買掛金 9,745 9,745 ―

(2)短期借入金 15,407 15,407 ―

(3)リース債務 212 216 3

負債計 25,365 25,369 3

デリバティブ取引(※)    

　ヘッジ会計が適用されていないもの (  ―) (  ―) ―

デリバティブ取引計 (  ―) (  ―) ―
 

(※)　デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては、()で示しております。

 

(注１) 金融商品の時価の算定方法及びデリバティブ取引に関する事項

資産

(1) 現金及び預金

預金は全て短期であるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

 

(2) 受取手形及び売掛金

これらは全て短期で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

(3) 投資有価証券

投資有価証券の時価については、株式は取引所の価格によっております。その他有価証券のうち、短期間で

決済されるものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。また、有価証

券に関する注記事項については「有価証券関係」注記を参照ください。
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負債

(1) 支払手形及び買掛金、(2) 短期借入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

 

(3) リース債務

リース債務の時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入又は、リース取引を行った場合に想定

される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

 

デリバティブ取引

「デリバティブ取引関係」注記を参照ください。

 

(注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

(単位：百万円)

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 33
 

上記については、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積もるには過大なコストを要すると見込

まれます。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるものであるため、時価の開示は行ってお

りません。

 

(注３) 金銭債権の連結決算日後の償還予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超
５年以内

５年超
10年以内

10年超

現金及び預金 1,305 ― ― ―

受取手形及び売掛金 13,612 ― ― ―

合計 14,917 ― ― ―
 

 

(注４) リース債務の連結決算日後の返済予定額

(単位：百万円)

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超

リース債務 67 63 51 28 1 ―

合計 67 63 51 28 1 ―
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(有価証券関係)

前連結会計年度

１．満期保有目的の債券（平成25年３月31日）

該当事項はありません。

 

２．その他有価証券（平成25年３月31日）

(単位：百万円)

区分 連結貸借対照表計上額 取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えるもの

   

①　株式 416 325 91

②　債券 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

小計 416 325 91

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えないもの

   

①　株式 ― ― ―

②　債券 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

小計 ― ― ―

合計 416 325 91
 

 

３．連結会計年度中に売却したその他有価証券（平成25年３月31日）

(単位：百万円)

区分 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

株式 ― ― ―

債券 ― ― ―

その他 ― ― ―

合計 ― ― ―
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当連結会計年度

１．満期保有目的の債券（平成26年３月31日）

該当事項はありません。

 

２．その他有価証券（平成26年３月31日）

(単位：百万円)

区分 連結貸借対照表計上額 取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えるもの

   

①　株式 587 147 440

②　債券 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

小計 587 147 440

連結貸借対照表計上額が取得原
価を超えないもの

   

①　株式 ― ― ―

②　債券 ― ― ―

③　その他 ― ― ―

小計 ― ― ―

合計 587 147 440
 

 

３．連結会計年度中に売却したその他有価証券（平成26年３月31日）

(単位：百万円)

区分 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額

株式 521 346 ―

債券 ― ― ―

その他 ― ― ―

合計 521 346 ―
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(デリバティブ取引関係)

前連結会計年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

通貨関連

(単位：百万円)

 種類 契約額等
契約額等のうち
１年超

時価 評価損益

市場取引
以外の取引

為替予約取引     

　売建     

　　米ドル ― ― ― ―

　　ユーロ ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―
 

(注)　時価の算定方法は、先物為替相場によっております。

 

当連結会計年度(自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日)

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

通貨関連

(単位：百万円)

 種類 契約額等
契約額等のうち
１年超

時価 評価損益

市場取引
以外の取引

為替予約取引     

　売建     

　　米ドル ― ― ― ―

　　ユーロ ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―
 

(注)　時価の算定方法は、先物為替相場によっております。
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(退職給付関係)

前連結会計年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

 

１．採用している退職給付制度の概要

当社及び国内連結子会社は確定給付型の制度として、確定給付企業年金制度、退職一時金制度を設けておりま

す。また連結子会社1社は、中小企業退職共済制度を採用しております。　

 

２．退職給付債務に関する事項

 

(1) 退職給付債務(百万円) △6,889

(内訳)  

(2) 未認識過去勤務債務(百万円) △156

(3) 未認識数理計算上の差異(百万円) 912

(4) 年金資産(百万円) 3,188

(5) 退職給付引当金(百万円) △2,945
 

 

３．退職給付費用に関する事項

 

(1) 勤務費用(百万円) 291

(2) 利息費用(百万円) 139

(3) 期待運用収益(百万円) △82

(4) 過去勤務債務の費用処理額(百万円) △101

(5) 数理計算上の差異の費用処理額(百万円) 84

(6) 退職給付費用(百万円) 331
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４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

(1) 退職給付見込額の期間配分方法

期間定額基準

 

(2) 割引率

 

0.399％～1.7％
 

 

(3) 期待運用収益率

 

1.0％～3.2％
 

 

(4) 過去勤務債務の額の処理年数

10年　定額法

 

(5) 数理計算上の差異の処理年数

５～17年　定額法
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当連結会計年度(自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日)

 

１．採用している退職給付制度の概要

当社及び国内連結子会社は確定給付型の制度として、確定給付企業年金制度、退職一時金制度を設けておりま

す。また連結子会社1社は、中小企業退職共済制度を採用しております。

 
２．確定給付制度

(1）退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

　 退職給付債務の期首残高 6,889 百万円

　　 勤務費用 361 　〃

　　 利息費用 106 　〃

　　 数理計算上の差異の発生額 △519 　〃

　　 退職給付の支払額 △178 　〃

 　退職給付債務の期末残高 6,659 　〃
 

 

(2）年金資産の期首残高と期末残高の調整表

　 年金資産の期首残高 3,188 百万円

　 　期待運用収益 90 　〃

　　 数理計算上の差異の発生額 22 　〃

　　 事業主からの拠出額 175 　〃

　　 退職給付の支払額 △13 　〃

  　その他 21 　〃

　 年金資産の期末残高 3,485 　〃
 

 
(3）退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に係る資

産の調整表

　 積立型制度の退職給付債務 6,659 百万円

　 年金資産 △3,485 　〃

 3,174 　〃

　 連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 3,174 　〃

   

　 退職給付に係る負債 3,174 百万円

　 退職給付に係る資産 ― 　〃

　 連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 3,174 　〃
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(4）退職給付費用及びその内訳項目の金額

　 勤務費用 340 百万円

　 利息費用 106 　〃

　 期待運用収益 △90 　〃

　 数理計算上の差異の費用処理額 111 　〃

　 過去勤務費用の費用処理額 △55 　〃

　 確定給付制度に係る退職給付費用 411 　〃
 

 
(5）退職給付に係る調整累計額

退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

　 未認識過去勤務費用 △258 百万円

　 未認識数理計算上の差異 100 　〃

　 合計 △158 　〃
 

 
(6）年金資産に関する事項

①年金資産の主な内訳

年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりであります。

　 債券 46％  

　 株式 25％  

　 現金及び預金 0％  

　 その他 29％  

　 合計 100％  
 

 
②長期期待運用収益率の設定方法

年金資産の長期期待運用収益率は、確定給付企業年金の内、個人拠出年金が2.5％、それ以外は3.2％に設定され

ており、中小企業退職共済制度は１％に設定されております。

 
(7）数理計算上の計算基礎に関する事項

当連結会計年度末における主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表している。）

　 割引率 0.96～1.70％

　 長期期待運用収益率 1.00～3.20％
 

 

 
(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
 

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当連結会計年度
(平成26年３月31日)

繰延税金資産   

　未払賞与 115百万円  178百万円

　退職給付引当金 1,043 ―

　退職給付に係る負債 ― 1,124

　減価償却費 190 194

　繰越欠損金 3,363 3,287

　その他 310 291

　繰延税金資産小計 5,023 5,076

   

　評価性引当額 △4,955百万円 △4,969百万円

　繰延税金資産合計 68 106

   

繰延税金負債   

　その他有価証券評価差額金 △32百万円 △156百万円

　資産除去債務に対応する除去費用 △1 △1

　繰延税金負債合計 △33 △157

繰延税金資産(負債)の純額 34 △51

   

再評価に係る繰延税金負債   

　再評価に係る繰延税金負債 △503百万円  △503百万円
 

　

２　法定実効税率と税効果適用後の法人税等額の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳
　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当連結会計年度
(平成26年３月31日)

法定実効税率 ―％ 37.9％

（調整）   

評価性引当額の増減（繰越欠損金

期限切れの金額含む）
―％ 16.6％

国内と海外との税率差異 ―％ △18.4％

住民税均等割額 ―％ 4.6％

税務上益金不算入の収益 ―％ △3.8％

税務上損金不算入の費用 ―％ 2.9％

その他 ―％ 3.4％

税効果会計適用後の法

人税等の負担率
―％ 43.1％

 

　　　※前連結会計年度は、税金等調整前当期純損失のため、注記を省略しております。

　

３　法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年3月31日に公布され、平成26年4月1日

に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課されないことになりました。また「地方法人税法」（平成26年

法律第11号）が同日に公布されました。

これらに伴い、当連結会計年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計算（ただし、平成26年4月1日以降解消さ

れるものに限る）に使用した法定実効税率は、前連結会計年度の37.9％から35.5％に変更されております。

なお、この税率の変更による影響は軽微であります。

　

(資産除去債務関係)

金額が僅少のため記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前連結会計年度及び当連結会計年度のいずれにおいても、当社グループは、リレー、コネクタ、入出力デバイス

等の分野において、部品及び電子応用の機器を生産販売するエレクトロニクスメーカーとして、単一の事業活動を

行っております。

 したがいまして、開示対象となる報告セグメントはありませんので、記載を省略しております。

 

【関連情報】

前連結会計年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

１  製品及びサービスごとの情報

    (単位：百万円)

 
ディスクリート
デバイス部門

入出力デバイス
部門

その他部門 合計

外部顧客への売上高 17,187 16,607 5,767 39,561
 

 

２  地域ごとの情報

(1) 売上高

    (単位：百万円)

日本 アジア 北米 ヨーロッパ 合計

22,074 11,750 2,538 3,197 39,561
 

(注)　売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

(2) 有形固定資産

    (単位：百万円)

日本 アジア 北米 ヨーロッパ 合計

8,355 2,268 4 13 10,641
 

 

３  主要な顧客ごとの情報

 (単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高

富士通グループ 17,779
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当連結会計年度(自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日)

１  製品及びサービスごとの情報

    (単位：百万円)

 
ディスクリート
デバイス部門

入出力デバイス
部門

その他部門 合計

外部顧客への売上高 20,296 16,766 6,010 43,073
 

 

２  地域ごとの情報

(1) 売上高

    (単位：百万円)

日本 アジア 北米 ヨーロッパ 合計

23,347 12,696 2,907 4,121 43,073
 

(注)　売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

(2) 有形固定資産

    (単位：百万円)

日本 アジア 北米 ヨーロッパ 合計

9,400 2,190 2 11 11,605
 

 

３  主要な顧客ごとの情報

 (単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高

富士通グループ 18,294
 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

前連結会計年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

 

１　関連当事者との取引

(1) 連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引

(ア) 連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

親会社 富士通㈱
川崎市
中原区

324,625

ソフトウェ
ア・サービ
ス、情報処
理および通
信分野の製
品の開発、
製造および
販売並びに
サービスの
提供

(被所有)
直接56.95

当社製品の
販売

当社製品の
販売

2,710 売掛金 913

 

(注) １　上記金額のうち、取引金額については消費税等を含まず、期末残高には消費税等が含まれております。

２　富士通㈱との取引

(1) 取引条件ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。

 

(イ) 連結財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び連結財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

同一の
親会社
を持つ
会社

富士通エレク
トロニクス㈱

横浜市
港北区

3,695

半導体及び
関連ソフト
ウェアの開
発・設計・
販売並びに
一般電子部
品の販売

―
当社製品の
販売

当社製品の
販売

8,641 売掛金 3,152

同一の
親会社
を持つ
会社

富士通キャピ
タル㈱

東京都
港区

100

富士通㈱の
国内グルー
プ会社に対
する金銭の
貸付及び運
用

―

資 金 の 調
達・運用委
託他

売掛債権の
売却

1,612 未収入金 14

資金の借入 4,300 短期借入金 9,810

ファクタリ
ング取引

ファクタリ
ング取引

2,878 買掛金 976

同一の
親会社
を持つ
会社

富士通マイク
ロデバイス㈱

横浜市
港北区

30

電子デバイ
ス、電子機
器、半導体
製造関連設
備、システ
ム、ソフト
ウェア等の
販売

― 部品の購入 部品の購入 849 買掛金 340

 

(注) １　上記金額のうち、取引金額については消費税等を含まず、期末残高には消費税等が含まれております。

２　富士通エレクトロニクス㈱との取引

(1) 取引条件ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。

３　富士通キャピタル㈱との取引

(1) 資金の借入については、借入利率は市場金利等を勘案して合理的に決定しており、返済期限等は都度決

定しております。

(2) 買掛金については、当社、当社の仕入先、富士通キャピタル㈱の三社間で基本契約を締結し、ファクタ

リング方式による決済を行っております。

　　 ４　富士通マイクロデバイス㈱との取引

　　(1) 取引ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。
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(2) 連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び連結財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

 

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

同一の
親会社
を持つ
会社

富 士 通 オ プ
ティカルコン
ポーネンツ㈱

川崎市
中原区

100

光コンポー
ネント製品
の開発・製
造・販売

―
 
製品の購入 製品の購入 13,547 買掛金 3,979

同一の
親会社
を持つ
会社

㈱トランスト
ロン

横浜市
港北区

1,000

自動車、産
業機械など
の移動体に
関わるエレ
クトロニク
ス製品の開
発・設計・
製造・販売

―
製 品 の 販
売・部品の
購入

製品の販売 4,052 売掛金 471

部品の購入 972 買掛金 308

 

(注) １　上記金額のうち、取引金額については消費税等を含まず、期末残高には消費税等が含まれております。

２　富士通オプティカルコンポーネンツ㈱との取引

(1) 取引条件ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。

３　㈱トランストロンとの取引

(1) 取引条件ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。

 

２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

富士通㈱（上場証券取引所…東京、大阪、名古屋、ロンドン）

 

(2) 重要な関連会社の要約財務諸表

該当事項はありません。
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当連結会計年度(自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日)

 

１　関連当事者との取引

(1) 連結財務諸表提出会社と関連当事者の取引

(ア) 連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る)等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

親会社 富士通㈱
川崎市
中原区

324,625

ソフトウェ
ア・サービ
ス、情報処
理および通
信分野の製
品の開発、
製造および
販売並びに
サービスの
提供

(被所有)
直接56.95

当社製品の
販売

当社製品の
販売

2,109 売掛金 648

 

(注) １　上記金額のうち、取引金額については消費税等を含まず、期末残高には消費税等が含まれております。

２　富士通㈱との取引

(1) 取引条件ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。

 

(イ) 連結財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び連結財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

同一の
親会社
を持つ
会社

富士通エレク
トロニクス㈱

横浜市
港北区

3,695

半導体及び
関連ソフト
ウェアの開
発・設計・
販売並びに
一般電子部
品の販売

―
当社製品の
販売

当社製品の
販売

9,316 売掛金 3,509

同一の
親会社
を持つ
会社

富士通キャピ
タル㈱

東京都
港区

100

富士通㈱の
国内グルー
プ会社に対
する金銭の
貸付及び運
用

―

資 金 の 調
達・運用委
託他

売掛債権の
売却

1,639 未収入金 8

資金の借入 3,420 短期借入金 10,870

ファクタリ
ング取引

ファクタリ
ング取引

2,869 買掛金 981

同一の
親会社
を持つ
会社

富士通マイク
ロデバイス㈱

横浜市
港北区

30

電子デバイ
ス、電子機
器、半導体
製造関連設
備、システ
ム、ソフト
ウェア等の
販売

― 部品の購入 部品の購入 760 買掛金 236

 

(注) １　上記金額のうち、取引金額については消費税等を含まず、期末残高には消費税等が含まれております。

２　富士通エレクトロニクス㈱との取引

(1) 取引条件ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。

３　富士通キャピタル㈱との取引

(1) 資金の借入については、借入利率は市場金利等を勘案して合理的に決定しており、返済期限等は都度決

定しております。

(2) 買掛金については、当社、当社の仕入先、富士通キャピタル㈱の三社間で基本契約を締結し、ファクタ

リング方式による決済を行っております。

　　 ４　富士通マイクロデバイス㈱との取引

　　(1) 取引ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。
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(2) 連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

連結財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び連結財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

 

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(百万円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

同一の
親会社
を持つ
会社

富 士 通 オ プ
ティカルコン
ポーネンツ㈱

川崎市
中原区

100

光コンポー
ネント製品
の開発・製
造・販売

―
 
製品の購入 製品の購入 14,674 買掛金 2,635

同一の
親会社
を持つ
会社

㈱トランスト
ロン

横浜市
港北区

1,000

自動車、産
業機械など
の移動体に
関わるエレ
クトロニク
ス製品の開
発・設計・
製造・販売

―
製 品 の 販
売・部品の
購入

製品の販売 4,425 売掛金 405

部品の購入 1,168 買掛金 308

 

(注) １　上記金額のうち、取引金額については消費税等を含まず、期末残高には消費税等が含まれております。

２　富士通オプティカルコンポーネンツ㈱との取引

(1) 取引条件ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。

３　㈱トランストロンとの取引

(1) 取引条件ないし取引条件の決定方針については、一般取引条件と同様に決定しております。

 

２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

富士通㈱（上場証券取引所…東京、名古屋）

 

(2) 重要な関連会社の要約財務諸表

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 

 
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

１株当たり純資産額 △202.13円 △119.76円

１株当たり当期純利益又は当期純損失金額（△）  △69.73円   26.46円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

１株当たり当期純損失であ
るため記載しておりませ
ん。

　 13.11円

 

(注) １．１株当たり当期純利益又は当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎

は、以下のとおりであります。
 

項目
前連結会計年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

１株当たり当期純利益又は当期純損失金額（△）   

　当期純利益又は当期純損失（△）(百万円) △555 210

　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

　普通株式に係る当期純利益又は当期純損失（△）
(百万円)

△555 210

　普通株式の期中平均株式数(株) 7,963,000 7,963,000

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額　   

　普通株式増加数（株） ― 8,103,436.68

（うち第１回第２種優先株式（株）） （―） (8,103,436.68)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の
概要

　　　　　　　　　　　　―

 

 

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 390 1,046

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円)   

　(第２種優先株式) (2,000) (2,000)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) △1,609 △953

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株
式の数(株)

7,963,000 7,963,000
 

（注）１.当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に分割し、１単元の株式の数を100株

とする単元株制度を採用しております。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定して１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益又は当期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額を算定しております。

 ２.「会計方針の変更」に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項に定める経過

的な取扱いに従っております。

　　この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額が、19.89円減少しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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⑤ 【連結附属明細表】

 

【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(百万円)

当期末残高
(百万円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 14,044 15,407 0.6 ―

１年以内に返済予定の長期借入金 ― ― ― ―

１年以内に返済予定のリース債務 61 67 1.8 ―

長期借入金(１年以内に返済予定
のものを除く。)

― ― ― ―

リース債務（１年以内に返済予定
のものを除く。）

78 144 1.7 平成27年～平成31年

その他有利子負債 ― ― ― ―

合計 14,183 15,620 ― ―
 

(注) １　平均利率については、借入金等の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

２　リース債務(１年以内に返済予定のものを除く。)の連結決算日後５年内における返済予定額は以下のとおり

であります。
 

区分
１年超２年以内
(百万円)

２年超３年以内
(百万円)

３年超４年以内
(百万円)

４年超５年以内
(百万円)

リース債務 63 51 28 1
 

 

【資産除去債務明細表】

当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が当連結会計年度期首及び当連結会計年

度末における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、記載を省略しております。
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(2) 【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

  

第１四半期

連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年６月30日)

第２四半期

連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年９月30日)

第３四半期

連結累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年12月31日)

第13期

連結会計年度

(自　平成25年４月１日

　至　平成26年３月31日)

売上高 (百万円) 9,564 20,355 31,500 43,073

税金等調整前当期

純利益金額又は

税金等調整前四半期

純損失金額(△)

(百万円) △121 △4 △144 370

当期純利益金額又は

四半期純損失金額

(△)

(百万円) △137 △46 △235 210

１株当たり当期

純利益金額又は１株

当たり四半期純損失

金額(△)

(円) △17.23 △5.82 △29.59 26.46

 

 

  

第１四半期

連結会計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年６月30日)

第２四半期

連結会計期間

(自　平成25年７月１日

　至　平成25年９月30日)

第３四半期

連結会計期間

(自　平成25年10月１日

　至　平成25年12月31日)

第４四半期

連結会計期間

(自　平成26年１月１日

　至　平成26年３月31日)

１株当たり

四半期純利益金額又は

１株当たり

四半期純損失金額(△)

(円) △17.23 11.41 △23.76 56.04

 

（注）当社は、平成25年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に分割し、１単元の株式の数を100株と

する単元株制度を採用しております。これに伴い、当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し

て１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額を算定しております。
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２ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

① 【貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前事業年度

(平成25年３月31日)
当事業年度

(平成26年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 60 254

  受取手形 ※1  141 ※1  118

  売掛金 ※1  10,373 ※1  11,388

  商品及び製品 673 769

  原材料及び貯蔵品 118 137

  短期貸付金 ※1  1,144 ※1  1,920

  未収入金 ※1  3,787 ※1  3,496

  その他 113 201

  流動資産合計 16,410 18,285

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 410 467

   構築物 8 7

   機械及び装置 21 94

   工具、器具及び備品 125 230

   土地 1,488 1,488

   建設仮勘定 0 96

   有形固定資産合計 2,052 2,383

  無形固定資産   

   ソフトウエア 444 92

   その他 36 36

   無形固定資産合計 480 129

  投資その他の資産   

   投資有価証券 382 553

   関係会社株式 5,911 5,617

   関係会社長期貸付金 2,984 2,923

   その他 121 86

   貸倒引当金 △10 △10

   投資その他の資産合計 9,389 9,169

  固定資産合計 11,923 11,682

 資産合計 28,333 29,968
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           (単位：百万円)

          
前事業年度

(平成25年３月31日)
当事業年度

(平成26年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 24 10

  買掛金 ※1  9,072 ※1  8,193

  短期借入金 13,909 15,131

  リース債務 0 33

  未払金 47 90

  未払費用 ※1  651 ※1  1,005

  未払賞与 104 184

  未払法人税等 20 26

  預り金 195 354

  その他 5 6

  流動負債合計 24,031 25,036

 固定負債   

  リース債務 ― 96

  繰延税金負債 32 156

  退職給付引当金 1,946 2,059

  役員退職慰労引当金 118 ―

  債務保証損失引当金 1,848 1,841

  障害対応費用引当金 66 20

  その他 124 383

  固定負債合計 4,135 4,557

 負債合計 28,167 29,594

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,764 6,764

  資本剰余金   

   資本準備金 1,000 1,000

   その他資本剰余金 1,852 1,852

   資本剰余金合計 2,852 2,852

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 △9,510 △9,527

   利益剰余金合計 △9,510 △9,527

  株主資本合計 107 89

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 58 283

  評価・換算差額等合計 58 283

 純資産合計 166 373

負債純資産合計 28,333 29,968
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② 【損益計算書】

           (単位：百万円)

          前事業年度
(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当事業年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 ※1  32,778 ※1  35,037

売上原価 ※1  27,809 ※1  29,673

売上総利益 4,968 5,364

販売費及び一般管理費 ※2  5,687 ※2  5,781

営業損失（△） △718 △416

営業外収益   

 受取利息 ※1  72 ※1  71

 受取配当金 ※1  1,086 -

 設備賃貸料 ※1  78 ※1  76

 受取ロイヤリティー ※1  62 ※1  91

 為替差益 147 295

 その他 16 8

 営業外収益合計 1,464 542

営業外費用   

 支払利息 ※1  118 ※1  114

 その他 55 71

 営業外費用合計 173 186

経常利益又は経常損失（△） 572 △60

特別利益   

 投資有価証券売却益 - ※3  346

 債務保証損失引当金戻入額 - ※5  7

 特別利益合計 - 353

特別損失   

 和解金 ※4  75 -

 債務保証損失引当金繰入額 ※5  397 -

 固定資産除却損 - ※6  280

 特別損失合計 472 280

税引前当期純利益 99 13

法人税、住民税及び事業税 10 30

法人税等調整額 0 0

法人税等合計 10 30

当期純利益又は当期純損失（△） 88 △17
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③ 【株主資本等変動計算書】

 前事業年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 6,764 1,000 1,852 2,852 △9,598 △9,598 18

当期変動額 　 　 　 　 　 　 　

当期純利益 　 　 　 　 88 88 88

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― ― ― ― 88 88 88

当期末残高 6,764 1,000 1,852 2,852 △9,510 △9,510 107
 

 

 

　

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 29 29 47

当期変動額 　 　 　

当期純利益 　 　 88

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
29 29 29

当期変動額合計 29 29 118

当期末残高 58 58 166
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 当事業年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

(単位：百万円)

　

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金

その他資本

剰余金

資本剰余金

合計

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 6,764 1,000 1,852 2,852 △9,510 △9,510 107

当期変動額 　 　 　 　 　 　 　

当期純損失（△） 　 　 　 　 △17 △17 △17

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
　 　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 ― ― ― ― △17 △17 △17

当期末残高 6,764 1,000 1,852 2,852 △9,527 △9,527 89
 

 

 

　

評価・換算差額等

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 58 58 166

当期変動額 　 　 　

当期純損失（△） 　 　 △17

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
225 225 225

当期変動額合計 225 225 207

当期末残高 283 283 373
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

　　子会社株式

　　　移動平均法による原価法を採用しております。

　　その他有価証券

　　　時価のあるもの

　　　…決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。

　　　　取得原価と時価との差額の処理方法

　　　　…全部純資産直入法を採用しております。

　　　　売却時の売却原価の算定方法

　　　　…移動平均法による原価法を採用しております。

 

２　デリバティブの評価基準及び評価方法

　　時価法を採用しております。

 

３　たな卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

(1) 商品

　　移動平均法

(2) 貯蔵品

　　個別法又は総平均法

 

４　固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

減価償却費の計算には見積耐用年数を使用しております。

　(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。なお、ソフトウェア(自社利用分)については、社内における利用可能期間(５年)に基

づく定額法によっております。

　(3) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リースに係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。

 

５　引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金

売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒の実績等を勘案した繰入率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
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　(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、当事業年

度末において発生していると認められる額を計上しております。

①退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、期間定額

基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用の処理方法　…定額法（10年）

数理計算上の差異の処理方法　…定額法（各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間内の一定の

年数（10年）により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理）

　(3) 債務保証損失引当金

債務保証に係る損失に備えるため、被保証先の財務状態等を個別に勘案し、損失負担見込額を計上しておりま

す。

　(4) 障害対応費用引当金

当社製品で、一部お客様商品において不具合が発生し、お客様での交換に要する当社製品を無償提供するため

に、今後発生が見込まれる費用について合理的に見積もれるものについて見積額を計上しております。

 

６　ヘッジ会計の方法

　(1) ヘッジ会計の方法

先物為替予約取引については、原則的処理を採用しております。

　(2) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…為替予約

ヘッジ対象…外貨建売掛金

　(3) ヘッジ方針

通貨関連における先物為替予約取引は、外貨建売掛金の為替変動リスクを回避するためのものであるため、外貨

建売掛金の範囲内で行うこととしております。

　(4) ヘッジの有効性の評価の方法

当社は、当社が定めたデリバティブ取引に関する所定のルールに基づいて取引を行い、ヘッジの有効性の判定を

含めて管理を行っております。

 

７　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　(1) 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

　(2) 連結納税制度の適用

連結納税制度を適用しております。
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(会計方針の変更)

該当事項はありません。　

 

(表示方法の変更)

貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、有形固定資産等明細表、引当金明細表については、財務諸表等

規則第127条第１項に定める様式に基づいて作成しております。

また、財務諸表等規則第127条第２項に掲げる各号の注記については、各号の会社計算規則に掲げる事項の注記に変

更しております。

 
以下の事項について、記載を省略しております。

　　・財務諸表等規則第75条に定める売上原価の表示方法については、同条第２項但し書きにより、記載を省略して

おります。

　　・財務諸表等規則第８条の６に定めるリース取引に関する注記については、同条第４項により、記載を省略して

おります。

　　・財務諸表等規則第68条の４に定める１株当たり純資産額の注記については、同条第３項により、記載を省略し

ております。

　　・財務諸表等規則第80条に定めるたな卸資産の帳簿価額の切り下げに関する注記については、同条第３項によ

り、記載を省略しております。

　　・財務諸表等規則第86条に定める研究開発費の注記については、同条第２項により、記載を省略しております。

　　・財務諸表等規則第95条の５の２に定める１株当たり当期純損益金額に関する注記については、同条第３項によ

り、記載を省略しております。

　　・財務諸表等規則第95条の５の３に定める潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額に関する注記については、

同条第４項により、記載を省略しております。

　　・財務諸表等規則第121条第１項第１号に定める有価証券明細表については、同条第３項により、記載を省略して

おります。

 
 
(追加情報)

（役員退職慰労金制度の廃止）

当社は、平成25年５月29日開催の取締役会において、平成25年６月26日開催の第12期定時株主総会終結の時を

もって退職慰労金制度を廃止することを決議しました。また、同株主総会において同株主総会終結までの在任期間

に相当する退職慰労金を退任時に打切り支給することを決議しました。これに伴い、当社の役員に対する打切り支

給額の未払分については固定負債の「その他」に含めて表示しております。
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(貸借対照表関係)

※１　関係会社に対する資産及び負債

区分表示されたもの以外で当該関係会社に対する金銭債権又は金銭債務の金額は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(平成25年３月31日)
当事業年度

(平成26年３月31日)

　短期金銭債権 10,255百万円 10,811百万円

　短期金銭債務 2,912百万円 3,741百万円
 

 

　２　保証債務

関係会社の買掛金に対し次のとおり債務保証を行っております。

 
前事業年度

(平成25年３月31日)
 

当事業年度
(平成26年３月31日)

FUJITSU COMPONENTS
EUROPE B.V.

103百万円  FUJITSU COMPONENTS
EUROPE B.V.

 ―百万円

(1,102千US$)  (  ―千US$)

FUJITSU COMPONENTS
AMERICA,INC.

833百万円  FUJITSU COMPONENTS
AMERICA,INC.

  771百万円

(8,863千US$)  (7,494千US$)

FUJITSU COMPONENTS
ASIA PTE LTD.

2,147百万円  FUJITSU COMPONENTS
ASIA PTE LTD.

   1,864百万円

(22,844千US$)  (18,117千US$)
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(損益計算書関係)

※１　関係会社との営業取引及び営業取引以外の取引の取引高の総額。

 
前事業年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当事業年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

　営業取引（収入分） 16,827百万円 16,837百万円

　営業取引（支出分） 26,233百万円 27,092百万円

　営業取引以外の取引（収入分） 1,244百万円 162百万円

　営業取引以外の取引（支出分） 160百万円 161百万円
 

 

※２　販売費及び一般管理費の主なもののうち主要な費目及び金額並びにおおよその割合は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当事業年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

給与手当 1,154百万円 1,245百万円

研究開発費 1,977〃 2,040〃
 

 

おおよその割合

販売費 45％ 43 ％

一般管理費 55〃 57 〃
 

 

※３　投資有価証券売却益の内容は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当事業年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

　投資有価証券売却益 ―百万円 346百万円
 

　　　※富晶通科技股份有限公司株式の売却によるものであります。
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※４　和解金の内容は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当事業年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

和解金 75百万円 ―百万円
 

　　　※当社製品に関し当社特約店が受けた訴訟に対する和解金の支払によるものであります。

 

※５　債務保証損失引当金繰入額の内容は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当事業年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

債務保証損失引当金繰入額（△は

戻入益）
397百万円 △7百万円

 

※関係会社の財務状態の変動に伴う債務保証損失引当金の繰入によるものであります。

 

 

※６　固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日)

当事業年度
(自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日)

　固定資産除却損 ―百万円 280百万円
 

　　　※社内基幹システムの開発見直しに伴う過年度の開発に係る資産の除去費用等によるものであります。

 
(有価証券関係)

前事業年度(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)

子会社株式で時価のあるものはありません。

(注) 時価を把握することが極めて困難と認められる子会社株式

(単位：百万円)

区分 貸借対照表計上額

子会社株式 5,911

計 5,911
 

上記については、市場価格がありません。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるもの

であります。

 

当事業年度(自　平成25年４月１日　至　平成26年３月31日)

子会社株式で時価のあるものはありません。

(注) 時価を把握することが極めて困難と認められる子会社株式

(単位：百万円)

区分 貸借対照表計上額

子会社株式 5,617

計 5,617
 

上記については、市場価格がありません。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるもの

であります。
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(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

(平成25年３月31日)
当事業年度

(平成26年３月31日)

繰延税金資産   

　未払賞与 45百万円  74百万円

　退職給付引当金 691 731

　減価償却費 52 43

　子会社株式評価損 5,402 1,563

　繰越欠損金 1,668 1,652

　その他 793 747

　繰延税金資産小計 8,653 4,812

   

　評価性引当金 △8,653百万円 △4,812百万円

　繰延税金資産合計 ― ―

   

繰延税金負債   

　その他有価証券評価差額金 △32百万円 △156百万円

　その他 △0 △0

　繰延税金負債合計 △32 △156

   

繰延税金資産(負債)の純額 △32百万円 △156百万円
 

 

２　法定実効税率と税効果適用後の法人税等額の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

 

 
前事業年度

(平成25年３月31日)
当事業年度

(平成26年３月31日)

法定実効税率 37.9％  37.9％

（調整）   

交際費等永久に損金に

算入されない項目
7.5％ 53.7％

受取配当金等永久に益

金に算入されない項目
△396.0％ ―％

住民税均等割額　　　　　 12.6％ 96.1％

評価性引当額の増減 326.4％ 37.0％

税率変更による影響 22.2％ ―％

その他 ―％ 6.5％

税効果会計適用後の法

人税等の負担率
10.6％ 231.2％

 

　　　

３　法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年3月31日に公布され、平成26年4月1日

に開始する事業年度から復興特別法人税が課されないことになりました。また「地方法人税法」（平成26年法律

第11号）が同日に公布されました。

これらに伴い、当事業年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計算（ただし、平成26年4月1日以降解消される

ものに限る）に使用した法定実効税率は、前事業年度の37.9％から35.5％に変更されております。

なお、この税率の変更による影響は軽微であります。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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④ 【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

資産の種類
期首

帳簿価格
当期増加額 当期減少額 当期償却額

期末

帳簿価格

減価償却

累計額

期末

取得原価

有形固定資産        

　建物 410 95 ― 38 467 1,029 1,496

　構築物 8 ― ― 1 7 31 38

　機械及び装置 21 82 0 9 94 144 238

　工具、器具及び備品 125 148 0 43 230 1,013 1,243

　土地 1,488 ― ― ― 1,488 ― 1,488

　建設仮勘定 0 308 212 ― 96 ― 96

有形固定資産計 2,052 635 212 91 2,383 2,219 4,603

無形固定資産        

　ソフトウェア 444 15 350 16 92 ― ―

　その他 36 11 ― 11 36 ― ―

無形固定資産計 480 27 350 28 129 ― ―
 

（注）ソフトウェアの当期減少額のうち主なものは、社内基幹システム見直しに伴う除却280百万円によるものであり

ます。

 

【引当金明細表】

区分
当期首残高
(百万円)

当期増加額
(百万円)

当期減少額
(百万円)

当期末残高
(百万円)

貸倒引当金(固定) 10 ― ― 10

役員退職慰労引当金 118 5 124 ―

債務保証損失引当金 1,848 ― 7 1,841

障害対応費用引当金 66 5 50 20
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(2) 【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。
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(3) 【その他】

特記事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所 ―

　　株主名簿管理人
（特別口座）
東京都千代田区丸の内一丁目４番５号　　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

　　取次所 ―

　　買取手数料 ―

公告掲載方法

当会社の公告方法は、電子公告とする。ただし、事故その他やむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行う。
なお、電子公告を行う際の当社のホームページアドレスは次のとおりです。
　http://www.fcl.fujitsu.com/

株主に対する特典 なし
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社には、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券報告書及びその添付書類、有価証券報告書の確認書

　事業年度　第12期(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)　平成25年６月26日関東財務局長に提出。

 

(2) 内部統制報告書

　事業年度　第12期(自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日)　平成25年６月26日関東財務局長に提出。

 

(3) 四半期報告書、四半期報告書の確認書

第13期第１四半期(自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日)　平成25年８月13日関東財務局長に提出。

第13期第２四半期(自　平成25年７月１日　至　平成25年９月30日)　平成25年11月13日関東財務局長に提出。

第13期第３四半期(自　平成25年10月１日　至　平成25年12月31日)　平成26年２月14日関東財務局長に提出。

 

(4) 臨時報告書

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２(株主総会における議決権行使の結果)の規定に基づ

く臨時報告書

平成25年７月２日関東財務局長に提出。

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号（財務状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況に著しい影響を与える事象）の規定に基づく臨時報告書

平成25年７月19日関東財務局長に提出。

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号（財務状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況に著しい影響を与える事象）の規定に基づく臨時報告書

平成26年１月28日関東財務局長に提出。

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号（財務状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況に著しい影響を与える事象）の規定に基づく臨時報告書

平成26年４月４日関東財務局長に提出。

企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号（財務状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況に著しい影響を与える事象）の規定に基づく臨時報告書

平成26年４月28日関東財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書
 

 

 

平成26年６月26日

富士通コンポーネント株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   角　田　　伸　理　之   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   齋　　 田 　　 毅　 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松   本   暁   之   印

 

 

 

 

＜財務諸表監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる富士通コンポーネント株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、す

なわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フ

ロー計算書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行っ

た。

 

連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を

策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、

当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用

される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リス

ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する

内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見

積りの評価も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、富

士通コンポーネント株式会社及び連結子会社の平成26年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計

年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

EDINET提出書類

富士通コンポーネント株式会社(E01871)

有価証券報告書

106/108



 

＜内部統制監査＞

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第２項の規定に基づく監査証明を行うため、富士通コンポーネント株式会

社の平成26年３月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

 

内部統制報告書に対する経営者の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の

基準に準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施

することを求めている。

内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手する

ための手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重

要性に基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評

価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

監査意見

当監査法人は、富士通コンポーネント株式会社が平成26年３月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表

示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に

準拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと認め

る。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
　

 

※１　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別

途保管しております。

２　連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

　

平成26年６月26日

富士通コンポーネント株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   角　田　　伸　理　之   印
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   齋　　 田 　    毅   印
 

　

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   松   本   暁   之   印
 

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる富士通コンポーネント株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第13期事業年度の財務諸表、すな

わち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査

を行った。

　

財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明すること

にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、

これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監

査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。

財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検

討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

　

監査意見

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、富士通

コンポーネント株式会社の平成26年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての

重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
　

 

※１　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は有価証券報告書提出会社が別
途保管しております。

２　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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